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ぐ

に

市民の参加と協働による
まちづくりをめざしてく

我
が
国
の
景
気
は
、
輸
出
や
設
備
投
資
の
減
少
に
加
え
個
人
消
費

も
弱
ま
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
悪
化
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

本
市
の
財
政
に
つ
き
ま
し
で
も
、
収
入
の
基
盤
と
な
る
市
税
の
伸

び
は
期
待
で
き
ず
、
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業
も
引
き
続
き
極
め

て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
平
成
M
年
度
に
お
い
て
は
、

経
費
の
節
減
に
努
め
つ
つ
、
財
源
の
合
理
的
な
配
分
や
各
種
基
金
の

取
り
崩
し
な
ど
に
よ
り
財
源
確
保
を
図
り
、
大
村
市
総
合
計
画
に
沿

っ
た
事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

そ
し
て
、
市
政
を
進
め
る
に
あ
た
り

O
市
民
の
参
加
と
協
働
に
よ
る
市
政

O
市
民
の
立
場
に
立
っ
た
あ
た
た
か
い
市
政

O
市
民
に
聞
か
れ
た
わ
か
り
や
す
い
市
政

O
市
民
が
信
頼
で
き
る
清
潔
・
公
正
な
市
政

を
基
本
姿
勢
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
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施政方針概要平成14年度

貴
重
点
施
策

・
市
民
の
参
茄
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
"
つ
く
り

・
笑
顔
は
じ
け
る
、
健
康
・
長
寿
の
ま
ち
"
つ
く
り

・
み
ん
な
で
支
え
、
励
ま
し
、
ふ
れ
あ
う
福
祉
の
ま
ち
い
つ
く
り

・
予
防
、
治
療
と
ケ
ア
の
行
き
届
い
た
、
健
康
増
進
の
ま
ち
い
つ
く
り

・
心
置
き
な
く
働
け
る
保
育
と
、
子
育
て
支
援
の
ま
ち
い
つ
く
り

・
夢
を
持
ち
、
個
性
が
光
り
、
思
い
や
り
の
心
育
む
、
教
育
の
ま
ち
い
つ
く
り

・
歴
史
と
伝
統
が
息
づ
き
、
文
化
の
花
か
お
る
ま
ち
い
つ
く
り

・
楽
し
く
、
た
く
ま
し
く
躍
動
す
る
、
活
き
活
き
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
い
つ
く
り

・
地
域
を
愛
し
、
人
々
が
明
る
く
集
う
、
賑
わ
い
の
ま
ち
い
つ
く
り

・
美
し
く
豊
か
な
自
然
が
息
づ
く
、
潤
い
の
あ
る
ま
ち
い
つ
く
り

・
新
時
代
に
飛
躍
す
る
、
情
報
化
先
進
の
ま
ち
い
つ
く
り

・
災
害
や
事
故
の
な
い
、
安
心
・
安
全
の
ま
ち
い
つ
く
り

く

( 



平成14年度

施政方針概要

都
市
基
盤
の
整
備

-
計
画
的
な
土
地
利
用
の
推
進

「国
土
利
用
計
画
大
村
市
計
画
」
、

「大
村
市
総

合
計
画
」
に
基
づ
き
、
土
地
の
合
理
的
か
つ
有
効

な
利
用
を
進
め
な
が
ら
、
市
域
全
体
の
均
衡
あ
る

発
展
を
図
り
ま
す
。

近
年
に
お
け
る
道
路
網
の
整
備
や
地
域
の
実
態
に

沿
っ
た
有
効
な
土
地
利
用
の
促
進
を
図
る
た
め
、

本
年
7
月
を
目
途
に
都
市
計
画
用
途
地
域
の
見
直

し
を
進
め
ま
す
。

-
市
街
地
の
整
備

J
R
大
村
駅
周
辺
を
中
心
と
す
る
市
街
地
に
つ

い
て
は
、

「大
村
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」

に
基
づ
き
、
ま
ち
の
玄
関
口
・
顔
で
あ
る
中
心
市

街
地
を
市
民
共
有
の
生
活
と
交
流
の
拠
点
と
し
て
、

ま
た
、
高
齢
者
や
障
害
者
に
配
慮
し
た
ま
ち
前
つ
く

り
を
目
指
し
て
、
整
備
を
進
め
ま
す

0

・
潤
い
あ
る
都
市
景
観
の
形
成

「大
村
市
都
市
景
観
条
例
」
に
基
づ
く
建
築
物

等
の
届
出
制
度
の
適
切
な
運
用
に
よ
り
、
建
築
物

や
広
告
物
が
、
地
域
の
景
観
と
調
和
す
る
ま
ち
明つ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
大
村
の
歴
史
的
な
景
観
を
守
っ
て
い
く

た
め
、
来
年
度
を
目
途
に
上
小
路
や
そ
の
周
辺
地

区
に
お
い
て
景
観
形
成
の
具
体
的
な
基
準
柄つ
く
り

を
進
め
ま
す
。

-
公
園
、
緑
地
、
水
辺
の
整
備

「大
村
市
緑
の
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
緑
地

の
保
全
や
緑
化
の
推
進
、
公
園
整
備
な
ど
を
計
画

的
に
進
め
ま
す
。

大
村
公
園
に
つ
い
て
は
、
名
実
と
も
に
西
日
本

一
と
し
て
誇
れ
る
花
菖
蒲
園
に
す
る
た
め
の
維
持

管
理
に
な
お

一
層
努
め
、
ま
た
、
「
さ
く
ら
の
名
所

1
0
0
選
の
地
」
と
し
て
も
充
実
し
た
維
持
管
理

を
行
い
、
来
園
者
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

大
村
市
総
合
運
動
公
園
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
市
民
の
健
康
増
進
や
交
流
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
国

・
県
の
協
力
を
得
て
、
財

政
状
況
等
を
勘
案
し
な
が
ら
事
業
を
進
め
ま
す
。

そ
の
他
の
公
園
整
備
と
し
て
は
、
岳
ノ
木
場
公

園
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
整
備
を
完
了
す
る
と
と
も
に
、

年
次
計
画
で
進
め
て
い
る
街
区
公
園
リ
フ
レ

ッ
シ

ュ
事
業
と
し
て
、
諏
訪
公
園
の
再
整
備
を
実
施
し

ま
す
。

河
川
の
も
つ
機
能
や
環
境
に
配
慮
し
た
総
合
的

な
川

m

つ
く
り
と
し
て
、
よ
し
川
都
市
基
盤
河
川
改

修
事
業
を
引
き
続
き
推
進
し
ま
す
。

-
安
定
し
た
水
の
供
給

①
上
水
道
の
整
備
・
拡
充

第
9
回
拡
張
事
業
に
よ
る
簡
易
水
道
統
合
施
設

に
つ
い
て
は
、
そ
の
整
備
も
ほ
ぼ
完
了
し
、
市
内

全
域
に
安
定
し
た
水
の
供
給
が
で
さ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
本
年
4
月
か
ら
上
水
道
と
簡
易

水
道
の
組
織
統
合
を
行
い
、
水
行
政
の

一
元
化
を

図
り
ま
す
。

水
は
、
限
ら
れ
た
資
源
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、

節
水
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
そ
の
有
効
利
用
と
保

全
に
努
め
る
と
と
も
に
、
極
め
て
厳
し
い
財
政
状

況
を
踏
ま
え
、
よ
り

一
層
経
費
の
節
減
と
業
務
の

合
理
化
を
進
め
、
財
政
運
営
の
健
全
化
に
努
め
ま
す
。

②
水
資
源
の
確
保

将
来
に
わ
た

っ
て
水
の
有
効
利
用
や
安
定
的
な

供
給
を
行
う
た
め
、
こ
の
ほ
ど
ま
と
め
た
「
水
資

源
保
全
利
用
基
本
計
画
」
に
基
づ
い
て
諸
施
策
を

進
め
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
事
業
所
な
ど

一
定

規
模
以
上
の
井
戸
の
届
出
や
地
下
水
採
取
量
の
実

態
調
査
を
実
施
し
、
地
下
水
の
適
正
な
利
用
と
保

全
に
努
め
ま
す
。

-
広
域
交
通
体
系
の
整
備

①
長
崎
空
港
の
機
能
強
化

長
崎
空
港
は
、
近
年
、
利
用
者
の
減
少
が
み
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
と
し
て
も
財
団
法
人
長
崎

県
地
域
振
興
航
空
基
金
が
取
り
組
む
空
港
利
用
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
積
極
的
に
推
進
し
、
県
と
と
も
に

利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
県
や
長
崎
国
際

航
空
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
株
式
会
社
な
ど
の
関
係
機

関
と
協
力
し
、
中
国
等
へ
の
国
際
航
空
貨
物
の
流

通
を
促
進
し
ま
す
。

②
九
州
新
幹
線
長
崎
ル
ー
ト
の
建
設
促
進

九
州
新
幹
線
長
崎
ル
!
卜
に
つ
い
て
は
、
今
後

も
、
早
期
認
可
・

早
期
着
工
に
向
け
て
、
よ
り
積

極
的
な
要
望
活
動
等
を
行
い
ま
す
。

-
道
路
網
の
整
備

①
幹
線
道
路
網
の
整
備

国
道
担
号
の
大
村
拡
幅
に
つ
い
て
は
、
玖
島
交

差
点
区
間
で
は
改
良
工
事
が
進
め
ら
れ
、
来
年
3

月
ま
で
に
供
用
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
西
本
町
交
差
点
区
間
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
用
地
買
収
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
、

事
業
区
間
の
延
伸
に
つ
い
て
、

国

・
県
に
対
し
て
更
に
積
極
的
に
働
き
か
け
、

早

期
拡
幅
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

国
道
4
4
4
号
の
未
改
良
区
間
に
つ
い
て
も
、

早
期
に
整
備
が
進
む
よ
う
関
係
機
関
に
引
き
続
き

強
く
働
き
か
け
ま
す
。

久
原
梶
ノ
尾
線
に
つ
い
て
は
、
国
道
3
4
号
の

バ
イ
パ
ス
道
路
と
し
て
、
ま
た
、

災
害
対
策
の
上

か
ら
も
重
要
幹
線
道
路
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
市
営
事
業
の
武
部
工
区
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
用
地
買
収
・
本
工
事
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
県
営
事
業
の
久
原
工
区
に
つ
い
て
は
、

本
年
6
月
の
供
用
開
始
を
目
指
し
て
事
業
を
推
進

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

須
田
ノ
木
工
区
に
つ

い
て
も
、
本
年
秋
に

一
部
本
工
事
に
着
手
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

富
の
原
坂
口
線
に
つ
い
て
は
、
国
道
3
4
号
か

ら
東
側
の
用
地
買
収
を
引
き
続
き
進
め
る
と
と
も

に
、
一
部
供
用
開
始
を
し
た
沖
回
線
に
つ
い
て
も

早
期
完
成
に
向
け
て
計
画
的
に
工
事
を
進
め
ま
す
。

②
快
適
で
人
に
や
さ
し
い
道
路
の
整
備

歴
史
の
散
歩
道
整
備
事
業
と
し
て
、
引
き
続
き

片
町
地
区
や
本
町
1
丁
目
通
り
か
ら
長
庖
通
り
ま

で
の
歩
道
整
備
を
行
い
ま
す
。

-
公
共
交
通
機
関
の
充
実

J
R
大
村
線
の
整
備
拡
充
に
つ
い
て
は
、

J
R

九
州
に
対
し
て
、

「
(
仮
称
)
久
原
駅
」
の
設
置
を

は
じ
め
連
結
車
輸
増
な
ど
の
要
望
活
動
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
市
内
路
線
パ
ス
は
、

自
ら
の
交
通
手
段

を
持
た
な
い
高
齢
者
や
学
童
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
交

通
弱
者
に
と

っ
て
必
要
不
可
欠
な
公
共
交
通
機
関

で
あ
り
、
こ
れ
の
確
保
に
つ
い
て
は
今
後
の
重
要

な
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
効
率
的
な
突
通
体
系

に
つ
い
て
早
急
に
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
生

活
路
線
の
維
持
お
よ
び
助
成
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、
広
域
的
に
協
議
し
、
必
要
な
対
策
に
つ
い
て

は
、
国
・

県
に
対
し
て
強
く
要
望
し
ま
す
。

-
地
域
情
報
化
の
推
進

来
年
度
を
目
途
と
し
て
、

全
国
ど
こ
か
ら
で
も
、

転
出
入
の
手
続
き
な
ど
が
で
き
る
住
民
基
本
台
帳

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
や
地
方
公
共
団
体
聞
を

相
互
に
接
続
す
る
総
合
行
政
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
の
構
築
等
に
向
け
て
国
・
県
と
と
も
に
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
入
札
に
か
か
る
手
続
き
を
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
行
う
電
子
入
札
制
度
の
導
入
に
向
け
て
検

討
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
市
の
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
を
拡
充
し
、

市
民
生
活
に
必
要
な
行
政
情
報
の
迅
速
な
発
信
や

各
種
申
請
様
式
の
ダ
ウ
ン
ロ

l
ド
な
ど
、
情
報
の

積
極
的
な
提
供
に
努
め
ま
す
。

株
式
会
社
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
大
村
が
建
設
を
進
め

て
い
る
産
業
業
務
機
能
支
援
中
核
施
設
内
に
、
全
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て
の
市
民
が
気
軽
に
パ
ソ
コ
ン
や
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
に
ふ
れ
、
親
し
み
、
研
修
で
き
る

「(
仮
称
)
情
報

交
流
プ
ラ
ザ
」
を
本
年
7
月
に
開
館
し
ま
す
。

多
く
の
市
民
に
受
講
し
て
い
た
だ
き
好
評
を
得

ま
し
た

I
T
講
習
会
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
や
電
子
メ
1
ル
作
成
の
ほ
か
、
新
た
に
文
書

作
成
な
ど
を
加
え
て
、
よ
り
充
実
し
た
内
容
で
引

き
続
き
開
催
し
ま
す
。

快
適
環
境
の
整
備

-
環
境
保
全
へ
の
取
組

良
好
な
自
然
環
境
や
生
活
環
境
を
次
の
世
代
に

継
承
す
る
た
め
、
市
・
市
民
・
事
業
者
が

一
体
と

な
っ
て
、
環
境
保
全
に
関
す
る
施
策
を
展
開
す
る

組
織
と
し
て
、
「
大
村
エ
コ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
設

立
を
目
指
し
ま
す
。

か
け
が
え
の
な
い
大
村
湾
の
水
質
保
全
の
た
め
、

県
や
沿
岸
市
町
お
よ
び
関
係
各
団
体
と
協
力
し
て

生
活
排
水
処
理
施
設
の
整
備
や
浮
遊
ご
み
除
去
、

地
域
へ
の
啓
発
活
動
を
引
き
続
き
行
う
な
ど
、
浄

化
対
策
を
進
め
ま
す
。

-
環
境
教
育
・
環
境
学
習
の
推
進

市
民
を
対
象
と
し
た
「
や
さ
し
い
環
境
講
座
」

や
「
お
お
む
ら
エ
コ
・
ワ
ー
ル
ド

2
0
0
2
」
を

開
催
し
、
地
域
に
お
け
る
環
境
保
全
活
動
の
リ
ー

ダ
ー
を
養
成
す
る
と
と
も
に
、
学
校
教
育
や
社
会

教
育
の
一
貫
と
し
て

「環
境
出
前
講
座
」
を
実
施

す
る
な
ど
、
環
境
教
育
・
学
習
を
推
進
し
ま
す
。

-
環
境
へ
の
負
担
が
少
な
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
利
用
促
進

公
用
車
の
買
い
替
え
時
期
に
合
わ
せ
一
部
天
然

ガ
ス
自
動
車
を
導
入
し
、
自
然
と
共
生
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
一
般
家
庭
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
の
普
及
促
進
を
図
る
た
め
、
個
人
住
宅
用
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
助
成
制
度
の
啓
発
に
努

め
る
と
と
も
に
、
設
置
助
成
制
度
を
継
続
し
ま
す
。

.
廃
棄
物
の
適
正
処
理
の
推
進

市
民
の
協
力
の
も
と
に
、
引
き
続
き
ご
み
の
減

量
化
や
分
別

・
リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進
に
取
り
組
み

ま
す
。
古
紙
等
の
集
団
回
収
団
体
や
回
収
業
者
に

対
す
る
助
成
を
継
続
し
て
行
う
と
と
も
に
、
新
た

に
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
お
よ
び
町
内
会

等
に
対
す
る
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
へ
の
補
助

を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
本
年
7
月
か
ら
、
使
用

済
み
蛍
光
灯
の
回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
実
施
し
ま
す

0

・
住
宅
・
住
環
境
の
整
備

平
成
ロ
年
か
ら
順
次
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た

池
田
第
二
団
地
は
、
高
齢
者
や
車
椅
子
利
用
者
に

も
配
慮
し
た

3
階
建
加
戸
の
完
成
で
整
備
が
完
了

し
ま
す
。

ま
た
、
小
路
口
住
宅
に
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設

置
を
は
じ
め
全
て
の
階
を
バ
リ
ア
フ
リ
l
化
し
た

6
階
建
却
戸
を
、
来
年
度
完
成
に
向
け
建
設
を
進

め
ま
す
。

-
し
尿
・
排
水
対
策
の
推
進

①
公
共
下
水
道
の
整
備

公
共
下
水
道
事
業
は
、
松
原
地
区
を
は
じ
め
竹

松
・
福
重
・
大
村
地
区
の
整
備
を
進
め
、
安
全
で

快
適
な
生
活
環
境
の
改
善
・
浸
水
被
害
の
防
止
に

努
め
ま
す
。

ま
た
、
大
村
湾
南
部
流
域
関
連
公
共
下
水
道
事

業
に
つ
い
て
は
、
溝
陸
・
今
村
両
地
区
の
面
整
備

を
引
き
続
き
推
進
し
ま
す
。

②
農
業
集
落
排
水
の
整
備

現
在
進
め
て
い
ま
す
三
浦
地
区
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
事
業
を
推
進
し
、
来
年
3
月
に
は
全
面

供
用
開
始
し
ま
す
。
こ
れ
で
萱
瀬
地
区
を
皮
切
り

に
平
成
2
年
度
か
ら
推
進
し
て
き
ま
し
た

7
地
区

の
農
業
集
落
排
水
事
業
も
完
了
し
ま
す
。

③
高
度
処
理
型
合
併
処
理
浄
化
槽
の
整
備

全
世
帯
水
洗
化
を
目
指
し
、
公
共
下
水
道
や
農

業
集
落
排
水
事
業
の
計
画
が
な
い
地
域
に
つ
い
て

は、

「高
度
処
理
型
合
併
処
理
浄
化
槽
」
の
設
置
を

推
進
し
て
お
り
、
設
置
や
維
持
管
理
に
対
し
市
独

自
の
助
成
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

(
福
祉
・
健
康
・
安
全
対
策
の
充
実
)

-
生
涯
を
通
じ
た
健
康
ぃつ
く
り
の
推
進

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
て
、
健
康
相

談
、
健
康
診
査
、
リ
ハ
ビ
リ
教
室
等
を
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
、
市
民
ニ

l
ズ
に
応
じ
た
保
健
・
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

-
健
康
づ
く
り
対
策
の
推
進

母
子
保
健
の
主
要
な
取
組
と
し
て
「
大
村
愛
あ

い
親
子
幻
計
画
」
を
策
定
し
、
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
、
ゆ
と
り
を
持
っ
て
健
や
か
に
育
て
る
た

め
の
家
庭
や
地
域
の
環
境

m

つ
く
り
を
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
乳
幼
児
期
に
親
が

「絵
本
」
の
読
み

聞
か
せ
を
行
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
l
ト
運
動
を
支
援
す

る

「こ
こ
ろ
は
ぐ
く
む
絵
本
事
業
」
を
新
た
に
実

施
し
、
育
児
支
援
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

-
医
療
供
給
体
制
の
整
備

市
立
病
院
事
業
に
つ
い
て
は
、
国
立
病
院
長
崎

医
療
セ
ン
タ
ー
や
大
村
市
医
師
会
と
の
機
能
分
担

の
も
と
に
、
地
域
に
根
ざ
し
た
病
院
と
し
て
、
市

民
に
信
頼
さ
れ
、
安
心
を
与
え
る
病
院

u

つ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。

医
療
費
抑
制
策
等
諸
々
の
要
因
に
よ
り
、
医
療

を
取
り
巻
く
環
境
は
極
め
て
、厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
が
、

「第
二
次
経
営
再
建
計
画
」
に
基
づ
き
、

英
知
を
結
集
し
再
建
に
取
り
組
み
ま
す
。

経
営
健
全
化
の

一
環
と
し
て
、
結
核
病
棟
を
廃

止
し
、
新
た
に
療
養
型
病
棟
の
整
備
を
行
い
、
病

床
利
用
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
医
療
ソ

1
シ
ャ
ル
ワ

1
カ
!
の
配

置
や
院
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
を
導
入
し
、
患
者

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

-
高
齢
者
に
や
さ
し
い
福
祉
社
会
"つ
く
り

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
要
援
護
者
や
そ

の
家
族
が
利
用
し
や
す
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

向
上
に
加
え
、
新
た
に
、
低
所
得
者
層
に
対
す
る

保
険
料
の
軽
減
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
高
齢
者
の
健
康
維
持
と
要
介
護
化
予

防
を
目
的
に
、
大
村
市
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル

l
ム
で
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な

ど

「シ
ル
バ
ー
パ
ワ
l
ア
ッ
プ
事
業
」
を
展
開
し
、

介
護
保
険
事
業
の
健
全
な
運
営
に
努
め
ま
す
。

-
障
害
者
(
児
)
福
祉
の
充
実

高
齢
者
や
障
害
者
な
ら
び
に
児
童
等
が
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
福
祉
社
会
情
つ
く
り
に
努

め
ま
す
。

一
方
、
障
害
者
や
障
害
児
が
積
極
的
に
社
会
参

加
し
、
市
民
と
と
も
に
助
け
合
い
支
え
合
う
地
域

社
会

w

つ
く
り
を
目
指
し
て
、
「
大
村
市
障
害
者
福
祉

計
画
」
に
基
づ
く
施
策
の
よ
り
一
層
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

-
児
童
家
庭
福
祉
の
充
実

病
時
・
病
後
時
の
児
童
を
一
時
的
に
預
か
る

「
乳
幼
児
健
康
支
援
一
時
預
か
り
事
業
」
で
は
、
保

護
者
の
子
育
て
と
就
労
の
両
立
を
支
援
し
、
児
童

の
健
全
な
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
受
入
れ
児
童

の
拡
大
な
ど
一
層
充
実
し
ま
す
。

保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
第
二
子
の

保
育
料
無
料
や
五
歳
児
ま
で
の
乳
幼
児
医
療
費
の

助
成
と
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す
第
三
子
以
降
の

保
育
料
へ
の
助
成
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

市
立
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
延
長
保
育
な
ど
の

特
別
保
育
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

な
お
、
今
後
の
市
立
保
育
所
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
、
学
識
経
験
者
等
か
ら
な
る
大
村
市
立
保
育

所
検
討
委
員
会
に
諮
問
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
を

尊
重
し
て
検
討
し
ま
す
。

放
課
後
児
童
対
策
に
つ
い
て
は
、
児
童
ク
ラ
ブ

-4 
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や
社
会
福
祉
法
人
と
密
接
に
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

安
全
で
衛
生
的
な
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
の
整
備
な
ど
、

各
種
の
施
策
を
進
め
ま
す
。

-
社
会
保
険
制
度
の
充
実

国
が
進
め
て
い
る
医
療
保
険
制
度
の
抜
本
改
革

を
踏
ま
え
、
今
後
と
も
、

事
業
の
健
全
運
営
確
保

を
目
指
し
て
、
医
療
費
適
正
化
対
策
の
強
化
と
保

険
税
収
納
率
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
被
保

険
者
の
健
康
晴
つ
く
り
な
ど
、
各
種
保
健
事
業
の
推

進
を
図
り
ま
す
。

-
交
通
安
全
対
策
・
防
犯
対
策
の
推
進

高
齢
者
が
か
か
わ
る
夜
間
の
交
通
事
故
が
増
加

し
て
い
る
た
め
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
夜
間
参

加
実
践
型
講
習
会
の
開
催
な
ど
交
通
安
全
教
育
の

充
実
強
化
を
図
り
、
交
通
安
全
施
設
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

防
犯
対
策
と
し
て
は
、

市
民

一
人

一
人
が
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
住
み
よ
い
街
を
つ
く
る
た
め
、

防
犯
灯
の
増
設
や
地
域
安
全
活
動
事
業
の
推
進
に

努
め
ま
す
。

-
消
防
・
防
災
対
策
の
充
実

消
防
・
防
災
施
設
や
機
材
の
整
備
・
更
新
を
計
画

的
に
行
い
、
地
域
防
災
能
力
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
大
村
消
防
署
内
の
防
災
セ
ン
タ
ー
を
市
民

の
防
火

・
防
災
の
学
習
の
場
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

「
自
ら
の
身
は
自
ら
守
る
自
ら
の
街
は
自
ら
守
る
」

の
主
旨
で
発
足
し
ま
し
た
町
内
単
位
に
よ
る
自
主

防
災
組
織
の
組
織
結
成
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

自
主
防
災
組
織
を
中
心
に
地
域
住
民
と

一
体
と
な

っ
た
訓
練
を
実
施
し
、
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
り

ま
す
。

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実

• 冬 ゆ
子 止'

樫日
(高 あ
蓋る
生 教
徒 育
の 環
実 境
態 の
γ 整
也 地
域 問

根
ざ
し

て
、
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
た
特
色
あ
る
学
校
"つ
く

り
に
努
め
ま
す
。

学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
等
が
安
全

に
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
、
つ
に
整
備
に
努
め
ま
す
。

玖
島
中
学
校
校
舎
改
築
に
つ
い
て
は
、
来
年
度

の
完
成
に
向
け
て
建
設
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
市
内
全
小

・
中
学
校
の

L
A
N
整
備
や

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
活
用
な
ど
新
し
い
情
報
教
育

の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
学
校
間
校
務
支
援

シ
ス
テ
ム
の
整
備
も
進
め
ま
す
。

-
幼
児
教
育
な
ど
の
充
実

将
来
の
市
立
幼
稚
園
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

第
2
次
大
村
市
立
幼
稚
園
教
育
懇
話
会
の
答
申
を

待
っ
て
、
幼
児
教
育
環
境
の
振
興
と
充
実
を
図
る

た
め
検
討
し
ま
す
。

市
内
5
・
6
歳
の
幼
児
を
対
象
に
、
夢
を
抱
か

せ
る
文
化
的
事
業
を
体
験
さ
せ
、
健
や
か
な
心
を

育
む
た
め
、
「
わ
く
わ
く
夢
栴
つ
く
り
事
業
」
を
引
き

続
き
実
施
し
ま
す
。

-
小
・
中
学
校
な
ど
の
教
育
の
充
実

外
国
語
指
導
助
手
を
増
員
し
、
児
童
生
徒
や
園

児
が
外
国
の
人
々
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
を
通
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
図
り
、
国

際
化
社
会
に
対
応
し
た
教
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
一
人

一
人
を
大
切
に
す
る
教
育
を
重
視
し
、

い
じ
め

・
不
登
校
対
策
を
充
実
し
ま
す
。

市
内
中
学
校
の
給
食
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
、

大
村
市
中
学
校
完
全
給
食
検
討
懇
話
会
の
答
申
を

待
っ
て
、
来
年

3
月
ま
で
に
結
論
を
出
す
よ
う
に

努
め
ま
す
。

-
青
少
年
の
健
全
育
成

県
民
運
動
で
あ
る
「
コ
コ
ロ
ね
っ
こ
運
動
」
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
家
庭
・
学
校

・
地
域
社
会

の
協
力
の
も
と
、

一
体
と
な

っ
て
総
合
的
な
青
少

年
健
全
育
成
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
大
村
市
の
ま
ち

m

つ
く
り
に
積
極

的
に
発
言
し
、
市
政
に
関
心
を
持

っ
て
も
ら
う
た

め
、
「
子
ど
も
議
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

完
全
学
校
週
5
日
制
に
対
応
し
、
大
村
市
子
ど

も
セ
ン
タ
ー
で
は
情
報
誌

「オ
l
!
キ

ッ
ズ
く
ら

ぶ
」
の
発
行
や
ホ
!
ム

ペ
l
ジ
に
よ
る
遊
び
と
学

び
の
情
報
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
大
村
市
子
ど

も
科
学
館
を
中
心
に
、
体
験
型
学
習
の
機
会
を
充

実
し
ま
す
。

「
少
年
野
生
の
森
(
仮
称
)
」
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
、
将
来
の
整
備
に
向
け
検
討
し
ま
す
。

「
教
育
の
館
」
に
開
設
し
て
い
ま
す
学
校
適
応

指
導
教
室
(
あ
お
ば
教
室
)
に
お
い
て
、
不
登
校

の
児
童
・
生
徒
が
通
級
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
校

に
復
帰
で
き
る
よ
う
今
後
と
も
指
導
し
ま
す
。

-
生
涯
学
習
社
会
の
形
成

市
民
一
人

一
人
が
、
生
涯
学
び
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
社
会
、
つ
く
り
の
た
め
、
学
校
教
育
と
社
会

教
育
の
融
合
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
学
習
機
会
の
提
供
に
努
め
ま
す
。
そ
の
た
め
、

町
内
公
民
館
建
設
に
対
す
る
助
成
を
積
極
的
に
推

進
す
る
と
と
も
に
、

学
習
情
報
の
提
供
、
公
民
館

講
座
の
充
実
、
図
書
館
の
利
用
拡
大
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
英
語
力
向
上
の
た
め
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
に
よ
る
市
独
自
の
「
英
会
話
番
組
」
を

制
作
し
放
送
す
る
と
と
も
に
、

「
英
会
話
講
座
」
を

引
き
続
き
開
設
し
ま
す
。

-
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
の
普
及
・
推
進

市
民

一
人

一
人
が
年
齢
や
身
体
状
況
に
応
じ
て

気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
関
係
団
体
と
連
携

・
協
力
し
て
、
指
導
者

を
養
成
す
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と
活

性
化
に
努
め
ま
す
。

さ
ら
に
、

「萱
瀬
ウ
ォ
1
ク
」
を
開
催
す
る
な
ど

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
努
め
ま
す
。

-
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

来
年
度
、
本
県
で
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
「
長
崎
ゆ
め
総
体
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
本
大

会
に
向
け
て
、
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
市
民
の
関
心

を
高
め
、
大
会
参
加
者
を
温
か
く
迎
え
、
若
人
に

よ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
に
ふ
さ
わ
し
い
大
会
と
な

る
よ
う
、
県
な
ど
と
連
携
・
協
力
し
て
、
万
全
の

準
備
体
制
の
も
と
開
催
成
功
に
向
け
て
努
め
ま
す

0

.
歴
史
文
化
遺
産
の
保
護
・
継
承

市
内
の
史
跡
や
埋
蔵
文
化
財
な
ど
の
保
存
な
ら

び
に
調
査
に
努
め
る
と
と
も
に
、
歴
史
文
化
資
料

の
散
逸
を
防
ぎ
、
大
村
の
歴
史
に
と
っ
て
重
要
な

資
料
の
掘
り
起
こ
し
と
収
集
保
存
に
努
め
ま
す
。

明
治
初
期
に
い
ち
早
く
国
際
化
に
目
覚
め
、
女

子
教
育
、
障
害
児
の
福
祉
と
教
育
に
著
し
い
足
跡

を
残
し
た
石
井
筆
子
女
史
の
顕
彰
事
業
と
し
て
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
講
演
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

芸
術
文
化
活
動
の
支
援
や
文
化
団
体
の
育
成
を

図
る
と
と
も
に
、
新
た
に
、
中
央
商
庖
街
の
空
き

庖
舗
を
活
用
し
て
「
ま
ち
か
ど
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

を
開
設
し
、
文
化
活
動
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
自
発
的
参
加
・

参
画
に
よ
る
市

民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
。
。
丘
四
一吉
一
ス
ミ
タ
ダ
。」
を

開
催
し
ま
す
。

産
業
の
振
興

-
農
業
の
振
興

本
市
の
農
業
は
、
野
菜

・
果
樹

・
花
き

・
畜
産

等
幅
広
く
営
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
持
続
・
発

展
に
つ
な
が
る
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
農
業
を

支
え
、
経
営
改
善
に
意
欲
的
な
認
定
農
業
者
や
、

こ
れ
か
ら
の
農
業
を
担
う
青
年
農
業
者
へ
の
支
援
、

女
性
農
業
者
の
経
営
参
画
向
上
の
支
援
な
ど
に
努

め
ま
す
。

ま
た
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
と
あ
わ

せ
て
、

農
地
保
全
に
も
努
め
ま
す
。
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新
た
な
取
組
と
し
て
、
有
機
肥
料
の
施
用
や
減

農
薬
栽
培
の
推
進
な
ど
に
よ
る
安
全
で
安
心
で
き

る
農
作
物
の
生
産
を
行
う
、
環
境
保
全
型
農
業
支

援
に
取
り
組
み
ま
す
。

B
S
E
(牛
海
綿
状
脳
症
)
対
策
に
つ
い
て
は
、

国
・
県
等
と
と
も
に
早
急
に
消
費
者
の
信
頼
回
復

に
努
め
、
経
営
の
安
定
を
図
り
ま
す
。

農
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
ふ
る
さ
と
農
道
整

備
事
業
と
し
て
、
今
山
地
区
、
天
神
ノ
木
地
区
、

県
営
事
業
と
し
て
葛
城
地
区
、
大
似
団
地
区
の
事

業
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
基
盤
整
備
促
進
事
業
は
、
市
営
事
業
と

し
て
松
尾
地
区
を
、
県
営
事
業
と
し
て
、
広
域
農

道
の
大
村
東
彼
地
区
と
広
域
関
連
農
道
の
野
田
地

区
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

-
林
業
の
振
興

広
域
合
併
を
実
現
し
た
長
崎
南
部
森
林
組
合
に

つ
い
て
、
関
係
市
町
と
連
携
を
図
り
支
援
し
ま
す
。

森
林
が
持
つ
木
材
生
産
と
い
う
経
済
的
機
能
は

も
ち
ろ
ん
、
水
を
貯
え
、
災
害
を
防
ぐ
等
の
公
益

的
機
能
を
重
視
し
、
公
有
林
に
つ
い
て
は
、
で
き

る
限
り
広
葉
樹
へ
の
改
植
を
引
き
続
き
実
施
し
、

森
林
保
全
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

-
水
産
業
の
振
興

大
村
湾
の
水
産
物
資
源
を
確
保
す
る
た
め
、
エ

ビ
・
ナ
マ
コ
な
ど
定
着
性
の
高
い
種
苗
の
中
間
育

成
と
放
流
を
進
め
、
資
源
管
理
型
漁
業
を
推
進
し

ま
す
。

豊
か
な
漁
場
前
つ
く
り
の
た
め
、
築
い
そ
(
投
石
)

事
業
・
藻
場
造
成
事
業
・
漁
場
耕
う
ん
事
業
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
高
潮
対
策
を
兼
ね
た
松
原
漁
港
の
公
園

整
備
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

-
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
振
興

①
商
庖
経
営
の
活
性
化

中
小
企
業
者
の
資
金
対
応
支
援
の
た
め
「
大
村

市
中
小
企
業
振
興
資
金
」
と
し
て
、
市
内
金
融
機

関
に
預
託
し
融
資
を
受
け
易
く
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
現
下
の
深
刻
な
経
済
状
況
の
な
か
で
中

小
企
業
者
の
資
金
繰
り
が
悪
化
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
後
と
も
商
工
会
議
所
等
関
係
機
関
に
働
き

か
け
利
用
促
進
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
消
費
者
ニ

l
ズ
に
応
え
る
と
と
も
に
、

市
外
に
流
出
し
て
い
る
顧
客
を
商
庖
街
に
取
り
戻

し
、
各
地
域
商
庖
街
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
発
行
さ
れ
る

「お
お
む
ら
商
品
券
」

事
業
に
対
し
て
助
成
を
行
い
、
地
場
商
業
の
活
性

化
を
図
り
ま
す
。

②
中
心
商
庖
街
の
再
整
備

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
「
大
村
市

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
タ

ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
機
関
と
と
も
に
、
活
性
化

を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
市
・
商
工
会
議
所
・
中
央
商
屈
会
・
長

崎
大
学
が
連
携
し
、
市
民
と
と
も
に
考
え
、
討
論

し
、
誇
れ
る
ま
ち

m

つ
く
り
を
目
指
す

「ま
ち
か
ど

研
究
室
」
に
つ
い
て
は
、
出
前
講
座
な
ど
引
き
続

き
実
施
し
ま
す
。

空
き
屈
舗
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、
空
き
庖
舗

に
新
規
出
居
者
を
募
り
、
不
足
業
種
の
屈
舗
誘
致

を
行
う
商
工
会
議
所
の
事
業
に
対
し
、
継
続
し
て

助
成
を
し
ま
す
。

③
物
産
の
振
興

本
年
4
月
に
は
、
市
制
施
行

ω周
年
を
記
念
し

て
、
国
内
外
の
姉
妹
都
市
、
友
好
都
市
に
よ
る

「物
産
・
郷
土
芸
能
・
食
の
祭
典
」
を
開
催
し
、
関

係
市
町
と
の
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、
大
村
市

を
広
く
P
R
し
ま
す
。

ま
た
、
大
村
市
物
産
振
興
協
会
と
連
携
し
て
、

昨
年
4
月
に
リ
ニ
ュ

l
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
観
光

案
内
所
の
展
示
即
売
機
能
を
更
に
充
実
さ
せ
る
と

と
も
に
、
観
光
案
内
所
を
拠
点
と
し
た
地
元
産
品

の
販
売
促
進
を
積
極
的
に
展
開
し
ま
す

0

・
工
業
の
振
興

中
小
企
業
の
新
製
品
・
新
技
術
の
開
発
や
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
の
創
出
に
対
し
て
、
市
独
自
の
助
成

制
度
を
創
設
し
、
支
援
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
さ
ら
に
補
助
率
を
引
き
上
げ
、
中
小
企
業
の

事
業
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
や
県
産
業
振
興
財
団
な

ど
の
研
究
機
能
と
各
種
支
援
制
度
を
活
用
し
、
独

自
の
製
品
開
発
や
製
品
の
高
付
加
価
値
化
を
図
り
、

地
場
産
業
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

-
企
業
誘
致
の
推
進

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
主
要
工
業
団
地

「大

村
ハ
イ
テ
ク
パ

l
ク
」
と
産
業
業
務
団
地

「オ
フ

ィ
ス
パ
ー
ク
大
村
」
へ
の
誘
致
を
重
点
的
に
推
し

進
め
る
た
め
、
県
等
と
連
携
を
図
り
、
機
動
的
な

誘
致
活
動
を
継
続
し
ま
す
。

特
に
、
本
年
は
、
雇
用
の
確
保
を
最
重
点
に
、

雇
用
効
果
が
大
き
い
コ

l
ル
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る

補
助
制
度
を
創
設
し
、
誘
致
促
進
を
積
極
的
に
推

進
し
ま
す
。

大
村
ハ
イ
テ
ク
パ

l
ク
に
は
、
昨
年
、
フ
ジ
ミ

電
子
工
業
株
式
会
社
の
立
地
が
決
定
し
、
来
年
1

月
に
操
業
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。
引
き
続
き
、

残
り
1
区
画
の
早
期
完
売
を
目
指
し
、
「
長
崎
県
衛

生
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
こ
な
ど
の
研
究
支

援
機
関
や
高
度
技
術
型
企
業
の
誘
致
を
進
め
ま
す
。

オ
フ
ィ
ス
パ
ー
ク
大
村
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

大
手
情
報
通
信
機
器
メ
ー
カ
ー
日
本
電
気
株
式
会

社
な
ど
8
社
の
立
地
が
決
定
し
て
お
り
、
う
ち
1

社
に
つ
い
て
は
、
既
に
操
業
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

本
年
4
月
に
は
、
有
限
会
社
フ
レ
ス
コ
が
賃
貸

工
場
に
よ
る
操
業
を
予
定
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、

伸
和
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ズ
株
式
会
社
と
日
本
ナ
ノ
テ

ク
株
式
会
社
が

5
月
ご
ろ
に
は
操
業
で
き
る
見
通

し
で
す
。
今
後
と
も
優
良
企
業
の
誘
致
に
全
力
を

注
ぎ
ま
す
。
ま
た
、
残
ロ
区
画
の
早
期
分
譲
を
進

め
る
た
め
の
施
策
と
し
て
、
地
域
振
興
整
備
公
団

が
分
譲
価
格
の
値
下
げ
を
行
う
の
に
伴
い
、
市
と

し
て
も
用
地
取
得
に
対
す
る
補
助
金
制
度
を
創
設

し
、
優
良
企
業
の
誘
致
に
全
力
を
注
ぎ
ま
す
。

一
方
、
株
式
会
社
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
大
村
に
お
い

て
、
本
年
7
月
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
、
現
在
、
産

業
業
務
機
能
支
援
中
核
施
設
を
建
設
中
で
す
。
加

え
て
、
施
設
内
に
は
、
市
の
「
(
仮
称
)
情
報
交
流

プ
ラ
ザ
」
を
併
設
し
、
地
域
住
民
に
も
気
軽
に
利

用
し
て
い
た
だ
け
る
施
設
と
な
る
よ
う
に
、
運
営

に
努
め
ま
す
。
な
お
、
当
該
施
設
周
辺
用
地
に
つ

い
て
は
、
周
辺
企
業
従
業
員
は
も
と
よ
り
、
市
民

に
も
憩
い
の
場
と
し
て
、
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、
市
事
業
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

-
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
誘
致
の
推
進

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
を
誘
致
・
開
催
す
る
こ
と
に

よ
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、
開
催
地
と
し
て
の

知
名
度
ア

ッ
プ
、
お
よ
び
人
的
交
流
を
図
る
た
め
、

市
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
と
連
携
し
、
催
事
・
大

会
・
会
議

・
見
本
市
な
ど
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
誘

致
に
努
め
ま
す
。

-
観
光
宣
伝
活
動
の
強
化

県
福
岡
事
務
所
と
連
携
し
て
、
福
岡
・
熊
本
都

市
圏
内
で
の
テ
レ
ビ

・
ラ
ジ
オ
等
の
マ
ス
コ
ミ
を

活
用
し
た
宣
伝
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
中
国
か
ら
大
村
藩
士
に
伝
え
ら
れ
た
と

言
わ
れ
る
べ

l
ロ
ン
競
漕
を
復
活
さ
せ
る
た
め
、

本
年
か
ら
、
市
が
主
体
と
な
り
本
格
的
な
べ

1
ロ

ン
競
漕
を
実
施
し
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
人
た
ち

が
参
加
す
る
大
村
な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
る

よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

-
観
光
施
設
の
整
備
充
実

昨
年
4
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
日
岳
公
園
に
続
き
、

本
年
4
月
に
は
琴
平
ス
カ
イ
パ

1
ク
も
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
9
9
9
段
の
桜
の
並
木
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道
や
ロ
ー
ラ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
な
ど
を
新
設
し
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー

ク
と
し
て
、
今
後
と
も
市
内
外
の
多
く
の
人
た
ち

に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
運
営
に
努
め
ま
す
。

野
岳
湖
周
辺
整
備
に
つ
い
て
は
、
家
族
連
れ
で

自
然
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
し
て
の

充
実
を
図
る
た
め
、
鉢
巻
山
道
路
新
設
な
ど
の
整

備
を
行
い
、
野
岳
湖
周
辺
の

一
体
的
整
備
を
行
い

ま
す
。

な
お
、

「野
岳
大
橋
」
の
完
成
を
記
念
し
て
、
本

年
4
月
末
に

「野
岳
ウ
ォ

l
ク
ラ
リ
l
」
を
実
施

し
ま
す
。

-
雇
用
・
就
業
環
境
の
整
備

大
村
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

高
年
齢
者
へ
の
就
業
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ

り
、
高
年
齢
者
の
生
き
が
い
、
つ
く
り
は
も
と
よ
り
、

活
力
あ
る
地
域
社
会
情
つ
く
り
に
も
寄
与
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
そ
の
運
営
に
対
し
、

助
成
し
ま
す
。

ま
た
、
緊
急
雇
用
対
策
事
業
と
し
て
は
、
新
た

に
、
国
の
緊
急
地
域
雇
用
創
出
特
別
交
付
金
を
活

用
し
て
、

7
事
業
を
平
成
時
年
度
ま
で
の

3
か
年

事
業
と
し
て
実
施
し
ま
す
。
加
え
て
、
企
業
誘
致

や
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
等
の
起
業
を
促
進
し
、
新
た

な
雇
用
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

障
害
者
の
雇
用
促
進
と
職
場
へ
の
定
着
に
つ
い

て
は
、
職
業
訓
練
や
就
職
し
た
障
害
者
の
職
場
定

着
を
支
援
す
る
な
ど
、
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
活
動
を
行
っ
て
い
る
あ
っ
せ
ん
型
雇
用
支
援
セ

ン
タ
ー
に
対
し
、
引
き
続
き
助
成
を
行
い
そ
の
支

援
に
努
め
ま
す
。

協
働
・
市
民
参
画
社
会
の
推
進

-
参
加
と
協
働
の
ま
ち
いつ
く
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
諸
活

動
へ
の
支
援
を
行
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対

す
る
啓
発
な
ど
を
行
い
ま
す
。

-
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

「地
区
別

研
修
会
」
に
加
え
、
よ
り
効
果
的
に
各
層
の
意
識

啓
発
が
図
れ
る
よ
う
参
加
者
の
対
象
を
絞
っ
た
講

演
会
や
学
習
会
等
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
「
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
」
が
、

学
習

・
交
流

・
情
報
提
供
・
相
談
の
場
と
し
て
、

積
極
的
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
そ
の
運
営
に
も
十
分

配
慮
し
、
市
民
の
社
会
参
画
を
支
援
す
る
た
め
の

総
合
的
な
施
策
を
実
施
し
ま
す
。

-
国
際
交
流
・
地
域
間
交
流
の
推
進

ポ
ル
ト
ガ
ル
共
和
国
シ
ン
ト
ラ
市
と
は
、
中

学

・
高
校
生
に
よ
る
ホ
l
ム
ス
テ
イ
の
相
互
派
遣

を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。
ま
た
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の

芸
術
文
化
に
直
接
ふ
れ
る
機
会
と
し
て
、
市
制
施

行

ω周
年
記
念
行
事
に
あ
わ
せ
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
の

伝
統
的
な
装
飾
タ
イ
ル
で
あ
る
「
ア
ズ
レ
l
ジ
ョ
」

の
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

本
年
は
、
日
中
国
交
正
常
化
却
周
年
で
あ
り
、

市
制

ω周
年
記
念
行
事
に
閲
行
区
の
公
式
訪
問
団

や
中
国
民
族
音
楽
団
を
招
致
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

両
市
・
区
と
の
交
流
を
深
め
る
た
め
に
、
市
民
や

民
間
団
体
が
行
う
ス
ポ
ー
ツ
交
流
・
文
化
交
流
な

ど
の
多
様
な
交
流
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

児
童
や
生
徒
が
外
国
の
人
々
と
ふ
れ
あ
う
こ
と

を
通
し
て
、
外
国
の
文
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め

る
と
と
も
に
、
国
際
化
に
対
応
し
た
英
語
力
の
充

実
を
目
指
し
た

「日
本

一
の
英
語
の
ま
ち

w

つ
く
り

事
業
」
や
外
務
省
と
の
連
携
事
業
で
あ
る
「
外
交

の
窓
宮
大
村
」
を
開
催
し
、
国
際
理
解
、
国
際
協

力
の
促
進
に
努
め
ま
す
。

圏
内
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
角
館
町
、
伊
丹
市
を

は
じ
め
、
国
道
4
4
4
号
の
開
通
を
契
機
と
し
た

鹿
島
市
と
は
、
市
民
や
関
係
団
体
と
の
交
流
を
更

に
進
め
ま
す

0

.
聞
か
れ
た
市
政
の
推
進

大
村
市
情
報
公
開
条
例
に
基
づ
く
情
報
公
開
制

度
の
積
極
的
な
運
用
を
は
じ
め
、
行
政
手
続
法
や

大
村
市
行
政
手
続
条
例
の
円
滑
な
運
用
を
図
る
な

ど
、
引
き
続
き
行
政
運
営
に
お
け
る
公
正
の
確
保

や
透
明
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

一
方
、
高
度
情
報
通
信
社
会
が
進
展
す
る
な
か

に
あ
っ
て
、
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
に
関
し

て
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
個
人
の
権
利
・
利
益
を
保
護
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
既
存
の
関
係
条
例
を
見
直

し、

「
(
仮
称
)
大
村
市
個
人
情
報
保
護
条
例
」
を

制
定
し
ま
す
。

-
効
率
的
な
行
政
運
営
の
推
進

「第
3
次
大
村
市
行
政
改
革
大
綱
」
に
基
づ
く

古

「行
政
改
革
実
施
計
画
」
に
従
っ
て
目
標
達
成
を
目

指
し
、
引
き
続
き
行
政
改
革
を
強
力
に
推
進
し
、

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
市
政
の
運
営
に
努
め
ま
す
。

特
に
、
職
員
の
全
体
的
な
ス
リ
ム
化
を
図
り
な

が
ら
、
住
民
の
多
様
な
ニ

l
ズ
や
新
た
な
行
政
課

題
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
組
織
と
す
る
た
め
、
機

構
の
見
直
し
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
観
点
か
ら
、
関

連
す
る
窓
口
業
務
の

一
元
化
を
図
る
と
と
も
に
、

事
務
処
理
の
迅
速
化
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
O

A
化
を
推
進
し
ま
す
。

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
進
め
、
市
が
行

う
事
業
の
目
的
の
明
確
化
、
優
先
順
位
づ
け
な
ど

に
よ
る
成
果
重
視
の
施
策
・
事
業
の
展
開
を
図
り
、

わ
か
り
や
す
く
透
明
性
の
高
い
行
政
運
営
を
進
め

ま
す
。

-
自
治
・
分
権
時
代
の
行
政
体
制
の
整
備

住
民
に
身
近
な
行
政
は
で
き
る
限
り
住
民
に
身

近
な
自
治
体
で
行
っ
て
い
く
と
い
う
「
長
崎
県
権

限
移
譲
推
進
計
画
」
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
引
き
続

合 き
え市
ると
関県
f系が
を対
等等
さな
ま 』ミ

すo J 

ナ

と
し
て
協
力
し

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業

本
年
は
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
発
祥
の
地
と
し

て
開
設
叩
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き

8
大
持
別
競
走

(
S
G
)
等
の
獲
得
に
向
け
た
運

動
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
大

賞
、
競
艇
祭
の
特
別
競
走
な
ど
を
開
催
し
、
新
規

フ
ァ
ン
の
拡
大
と
売
上
向
上
に
努
め
ま
す
。

場
開
場
外
発
売
に
つ
い
て
は
、

G
I
競
走
の
広

域
発
売
を
拡
大
し
、

S
G
競
走
や
ナ
イ
タ
ー
レ
ー

ス
発
売
を
行
い
、
売
上
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

計
画
中
の
「
(
仮
称
)
ポ
ー
ト
ピ
ア
波
佐
見
」
に

つ
い
て
は
、
早
期
開
場
に
向
け
努
め
る
と
と
も
に
、

そ
の
他
の
専
用
場
外
発
売
場
の
県
内
外
へ
の
設
置

に
つ
い
て
も
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
は
、

一
般
会
計
へ
の
繰
出
金
を

凍
結
す
る
と
と
も
に
、
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事

業
の
経
営
改
善
を
実
施
し
、
事
業
の
健
全
化
に
努

め
ま
す
。

諸
施
策
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
市
民
の
皆
様
の

声
を
よ
く
聞
き
、
常
に
市
民
の
幸
せ
を
願
っ
て
、

・
子
ど
も
に
思
い
や
り
の
心
と
夢
を

・
若
者
に
誇
り
と
活
力
を

・
お
年
寄
り
に
生
き
が
い
と
安
心
を

を
目
標
と
し
て
全
力
を
傾
注
し
ま
す
。

-7-



市基金
VickUP 

U

M
W
年
後
の
未
来
に
夢
を
乗
せ
て

U

i
「
未
来
に
つ
な
ぐ
森
づ
く
り
」
記
念
植
栽

|

市
制
的
周
年
記
念
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
琴
平
ス
カ
イ
パ
ー

ク
へ
続
く
9
9
9
段
の
階
段
沿
い
の
山
腹
で
記
念
植
栽
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
四
季
を
彩
る
広
葉
樹
の
苗
木
を
、
市
民
の

方
々
の
手
で
植
樹
し
て
い
た
だ
き
、
初
年
後
の
市
制
百
周
年
に
は

素
晴
ら
し
い
森
に
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

甲
斐
田
市
長
を
は
じ
め
、
市
内
の
小
学
5
年
生
と
一
般
市
民
を

あ
わ
せ
た
約
1
、
4
0
0
人
の
参
加
者
は
、
あ
い
に
く
の
天
候
で

足
元
を
滑
ら
せ
な
が
ら
も
、
「
大
き
く
立
派
な
木
に
な
れ
よ
」
と

い
う
願
い
を
こ
め
て
、
て
い
ね
い
に
苗
木
に
土
を
か
ぶ
せ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
当
日
は
「
未
来
に
つ
な
ぐ
森
"
つ
く
り
」
記
念
碑
の
除

幕
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

幻
環
境
問
題
(
ご
み
問
題
)

釘

を
実
際
に
体
験

ー
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
体
験
|

大
村
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
開
く
「
環

境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
体
験
」
が
、
清
掃
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
活
動
体
験
で
は
、

参
加
者
に
ご
み
処
理
の
現
状
や
資
源
物
分
別
の
方

法
な
ど
を
学
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

参
加
し
た
人
た
ち
は
、
講
習
の
あ
と
清
掃
セ
ン

タ
ー
の
施
設
を
見
学
し
、
実
際
に

ぺ
ッ
ト
ボ
ト
ル

や
ト
レ
イ
な
ど
資
源
物
の
分
別
を
体
験
。
皆
さ
ん

は
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
、
ボ
ト
ル
に
つ
い
て
い
る

リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
を
さ
が
し
て
分
別
し
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
々
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
町
内
会

で
の
、
今
後
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

mm
こ
れ
か
ら
の
女
と
男
の

2
か
か
わ
り
あ
い

ー

お
お
む
ら
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

i

8ー←

第

4
回
を
数
え
る
「
お
お
む
ら
男
女
共
同
参
画

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
、
辛
淑
玉
さ
ん
(
人
材
育
成
技

術
研
究
所
長
)
を
迎
え
て
、
シ
l

ハ
ッ
ト
お
お
む

ら
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

辛
さ
ん
は
基
調
講
演
で
、
少
子
・
高
齢
化
な
ど

生
活
を
め
ぐ
る
状
況
が
変
化
し
て
い
く
中
で
、
男

女
が
お
互
い
に
そ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
し
て
い

く
関
係
に
つ
い
て
、
本
音
の
ト
ー
ク
を
展
開
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
市
内
の
若
者
を
交
え
た
フ
リ
ー

ト
ー
ク
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
立
場
の

4

人
が
、
多
く
の
聴
衆
を
前
に
し
て
堂
々
と
自
分
の

考
え
を
述
べ
ま
し
た
。

~fE51亡証日ニ関係~
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時
大
村
ハ
イ
テ
ク
パ
ー
ク
に
新
工
場
立
地

釘

i
フ
ジ
ミ
電
子
工
業
株
式
会
社
起
工
式

i

フ
ジ
ミ
電
子
工
業
株
式
会
社

(本

社
一
横
浜
市
)
が
、
大
村
ハ
イ
テ
ク
パ

ー
ク
内
に
新
築
す
る
長
崎
工
場
の
起
工

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
社
は
大
村
市
が
積
極
的
に
誘

致
活
動
を
行
っ
て
立
地
が
決
ま

っ
て
い

た
も
の
で
、
半
導
体
シ
リ
コ
ン
素
子
加

工
を
行
う
工
場
が
今
年
内
に
完
成
し
、

来
年
1
月
に
操
業
を
開
始
し
ま
す
。

全
吃
区
画
の
大
村
ハ
イ
テ
ク
パ
ー
ク

も
、
こ
れ
で
刊
区
画
に
企
業
な
ど
が
立

地
し
、
引
世
紀
に
羽
ば
た
く
大
村
市
に

ふ
さ
わ
し
く
、
ま
す
ま
す
充
実
し
た
工

業
団
地
と
な
り
ま
す
。

川出

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
腐
っ
て

釘

|
第
初
回
大
村
市
青
少
年
健
全
育
成
研
究
大
会

l

青
少
年
の
健
全
育
成
関
係
者
や
一
般
市
・
「
l
lけ
H
UH
-
v

民
の
方
々
が
集
ま
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

凋

ぬ

斜

際

際

、
タ
ー
で
研
究
大
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

ー
ト
ー

ιぺ
E
1
1
11↓

司

也
事
ぐ
る
訟
の

一

↑

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
甲
斐
田
市
長
は

Z
健
全
星
島
墨
書

E

「
大
村
市
の
子
ど
も
た
ち
が
、
立
派
な
大

司

4
d

・・・

人
に
な
る
よ
う
、
今
後
も
温
か
く
見
守
つ
1
1

一

一-

-

-

て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
大
会

h

，
肘]
恥目・

で
は
、
ま
ず
市
内
の
小
中
学
生

8
人
が
自

a

・‘，』・・・・・

分
の
夢
や
考
え
を
発
表
す
る
「
少
年
の
意

『

ja--唱

見
発
表
会
」
、
続
い
て
非
行
・
事
故
防
止

-

h
r

J

-

(明
る
い
家
庭
"つ
く
り
)
ポ
ス
タ
ー
優
秀

f
Fi
at

』

~

て
少
年
心
豊
か
に
た
く
ま
し
〈
引が
草

作
品
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

雪
月
』自
は
『少
年
の
日
』

一一γ

私
た
ち
社
会
人
に
と

っ
て
青
少
年
へ
の

野

引

割

引

計

司

J
F

理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
大
人
と
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宵年海外協力隊帰国報告

平成11年 7月から 2年 6か月間、小

学校教諭としてハンガリーに派遣されて

いた山本泉さん (富の原 1丁目)が任務

を終え、このほど帰国報告のため甲斐田

市長を訪れました。市長から「どうもご

苦労さまでした」とねぎらいの言葉をか

けられ、 山本さんは笑顔でこたえていま

した。

-E雪面届曹a・
・官製はがき・封書

・ 「市民の声ファ ックスJFax54-6600 ・Eメール

kouhou@city.omura.nagasaki.jp 
・ 「市長さんこんにちは」

(投書箱:市役所、各出張所に設置)

などを利用 して次の事項を記入の うえ、

送ってくだ さL、。
①質問事項 ②住所 ・氏名・電話番号

-院濁員百直面岨覧語画面・

干856-8686 玖島 1丁目25番地

大村市役所秘書広報課内 (内線204)
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市民課の窓口で転入の届出をなさる時に、「ご
み出しガイドJと「ごみ収集日の一覧表」をお
渡ししています。それをご覧にな って、燃やせ
るごみ ・燃やせないごみ・資源物にし っかりと

分けて出してください。お手元にない時は、清
掃センタ一 ・市役所玄関案内所・各出張所に置

いています。お気軽にお申しつけください。

.お問い合わせ 清掃センタ -54-3100

大
村
市
長

官
1

美
@
画
、
乏

-9-
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道路の横断には、横断前半の危険を無事にやり過ご
しても、 センターラインを越えてからの横断後半に

も危険が待ちかまえていますので注意 しましょう。

-10-

。国 ・県・市 ・JR.NTTなどの仕事

たとえば、

道路・交通安全・年金・福祉 ・登記・雇用・郵便運輸通信・公害

などの問題について

大説明ややり方が納得できない

古窓口や手続きがわからない

背こうしてほしい などこのよ うな相談に応じます。

[相談員]

森 博子(古町1丁目628-1 fi@ 6 4 4 2) 

伊地知克幸(玖島2丁目476-8 fi⑬6 9 8 8) 

西畑直子(久原1丁目3-41 fi⑪3 8 3 8) 

※相談は無料で秘密は固くお守りします。

どなたでも気軽にいつでも電話またはお越しください。

大村市制施行60周年記念式典

内容

。市政功労者表彰式

。記念講演

「今後の地方自治と地域振興j

堀貞一郎氏

(元東京ディズニーランド、総合フ。ロテ守ューサー)

・問い合わせ 秘書広報課(内線20 2) 

4月5日(金) 午前9時30分 ~

シーハットおおむら(さくらホール)

行政相談のお知らせ

距離45m、左から黒服 ・白服
夜光反射材着用

4月6日(土)-15日(月)

~夕暮れ時における
早めの点灯、
雨 ・雲天時の点灯~

行政らしれぼれ

大村市では、夜間における
高齢者の交通事故が多発しています
歩行時の注意

。少し遠回りでも横断歩道や信号機のあるところを渡り ましょう 。

。夜間の外出時は、白っぽp服装や反射材を身につけるように心がけ

ましょう。

運転時の注意

。年をとるにつれ、視力や聴

力、運動能力などが少しず

つおとろえてくることを自

覚し、無理をせず、慎重な

運転を心がけましょう。

審の全国交通安全運動
スローガン

「迷ったら
運動の重点

・子供と高齢者の交通事故防止

・飲酒運転等悪質 ・危険な運転の追放

.シートベルトとチャイルドシー トの着用の徹底

次の青j

日時
場所

待ちます無理せず

教育行政に関する相談を
受け付けます

「地方教育行政の組織及び運営に関する法

律」が一部改正されたことに伴い、教育行政

に関する相談を受け付けます。お気軽にご相

談ください。(電話でも可)

受付日 月一金曜日(祝日を除く)

時間 午前8時30分一午後5時15分

・受付・問い合わせ

教育総務課(内線362・3臼)

まかどと六泊再放送!!
4月1日(月)16:00-(KTNテレビ長崎)

見逃した方には、ビデオも貸し出しています。
※ただし個人的利用に限ります。

・問い合わせ 秘書広報課(内線204)



行政らしれぼれ

市民課の窓口は、 3月下旬から 4月上旬にかけて転
勤などにともなう転入・転出などで大変混み合います。

こんなとき、住民票 1通取るのにも普段とは遣い、

時聞がかかってしまいます。
住民票や印鑑証明あるいは戸籍謄本などわざわざ市

民課に出てこなくとも、近くの出張所でも取れること
をご存じですか?

市民課からのお知らせ
市民課(内線100).言m宰冨冨

|住民票 戸籍などの請求方法

郵便請求:手数料 「郵便定額小為替」と申請書・返信用封
筒を同封して請求できます。住民票の写し、戸籍の全部お

よび個人事項証明などがとれます。 (詳しくは市民課へお

尋ねいただくか、大村市ホームページ内の「市民のしおり」
をご覧ください。)

園電話予約 :平日の電話予約で、土 ・日曜日・祝日に 「住

民票の写し・印鑑証明書」を受け取ることができます。

・証明書自動交付機の利用:大村市民カード(印鑑登録証)

に暗証番号を登録されれば、土-日曜日・祝日や平日も午

後 7時(図書館は 6時) まで 「住民票の写し ・印鑑証明書・
税証明」を受け取ることができます。

証明書の種類と手数料 |申請に必要なもの・注意事項 I

-同じ世帯以外の人が請求すると
きは、詳しい請求理由と委任状

・代理人または第三者の請求は印鑑

住民票の写し
[ 1通300円]

-印鑑
・戸籍に記載されている入、その
配偶者か直系親族 (父母・祖父
母・子・孫など)それ以外の人
が請求する場合は、詳しい請求
理由と委任状

戸籍
(全部事項証明・個人事項
証明)
[ 1通450円]

-印鑑
・①除かれた戸籍に記載されてい
る本人、配偶者か直系親族②正
当な利害関係を有する人③裁判
所などの官公署に提出する人④
相続関係を証明するのに必要な
人などが‘請求できます。

除籍謄本・抄本の写し

(改正原戸籍を含む)
[ 1通750円]
※出張所ではとれません。 ※電話予約・自動交付機では、戸籍関係の証明は取り扱い

できません。

|印鑑登録 l -印鑑
・同じ世帯以外の人カず請求すると
きは、詳しい請求理由と委任状

戸籍附票の写し
[ 1通300円】 印鑑登録は、市役所だけでしかできません。本人が申請

する場合は、登録する印鑑・登録する本人であることを証

明するもの(運転免許証、パスポートなど官公庁が発行し

た写真付のもの)が必要です。代理人による登録について

は、即日発行ができません。
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•• 
住民票記載事項証明書

[ 1通300円]

出張所での業務 | 
-印鑑登録証 (カード)
・代理人が申請するときは、登録
者の住所・氏名を確認します。

印鑑登録証明書

[ 1通300円]
-各種証明書の交付
住民票の写し・印鑑登録証明書・戸籍(全部事項証明書・

個人事項証明書・附票)・ 年金受給者現況届証明 ・

住民票記載事項証明など

各種税証明 (納税・課税・所得・資産証明など)

・住民異動届 転入届・転出届・転居届など

・国民健康保険被保険者関係 資格取得、喪失に関する届

・国民年金被保険者関係 資格取得、喪失に関する届
圃市税・国保税・下水道使用料・住宅使用料・

年金保険料などの収納

-印鑑
・代理人が申請するときは、本人
の委任状

・本籍地の市町村でしか請求でき
ません

・年金受給者現況届を持参してく
ださい。

身分証明書
[ 1通300円]
※出張所ではとれません。

公的年金受給権者
現況証明
[無料}

4月から fプラスチック製容器包装j

の出し方が変更になります

『まちかど市民ギャラリーj
を隠霞します

4月からは、どこが変わるのでしょうか?

①B類に分別するトレイのうち、 白色トレイだけがB類にな

ります。ごれは、白色トレイのリサイクルルートがほか

のトレイと異なるためです。

4月以降は、 トレイのうち、色つきや凹凸のあるもの、

材質などがよくわからないものなどは、 A類となります。

②4月からアルミはく(銀紙など)付きの「プラスチック製

容器包装」も分別表示の開始により、資源物に変更します。

容器類=A類・袋類=8類

※詳しくは、清掃課からの折り込みチラシをご覧くださ p。

5月から、本町アーケー ド内の空き届舗を活用し、

市民参加型の「まちかど市民ギャラリー」を開設し

ます。

場所は、本町アーケードの旧ホンダ庖舗の跡で、

ギャラリーの広さは約 219ばあり、使用料および

入場料は無料です。

これは、市民皆さんの文化活動の展示発表ギャラ

リーですので、市民の方ならどなたでもご利用にな

れます。

美術作品・写真 ・工芸品・手芸品など営利目的以

外なら何でも展示できます。利用ご希望の方は、文

化振興課までお問い合わせくださ l'0 
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.問い合わせ文化振興課(肉線37 2) .問い合わせ
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おおむら

4月7日圃
場所:シーハ ッ 卜おおむら

さくらホール

時間:13 : OO~ 

・上海市関行区民族楽団訪・2002ミス大村選彰式
ヒッ卜曲 I氷雨jなどでおなじみの・I佳山悶生J歌謡ショー
・面~諸国・

(社)大村市観光協会合52-3605

6月上旬
.場所:大村公園内

時間:11 : OO~ 16 : 30 

-花 しょ うぶの苗プレゼント
.ミスおおむら写真撮影会
・野点・郷土芸能披露など

・出世話jJie.(社)大村市観光協会 n52-3605 

自主霊訪句
5月3日-5日
.場所:野岳湖キャンプ場「ロザ・モタ広場j
新茶の子もみ実演・新茶試飲コーナーや地元産品即売、

飲食コーナーなどがあり、キャンパーも含めて野岳湖畔

は人でいっぱいになります。

・話国語届EE野岳新茶まつ り実行委員会

太田 fi55-8617
農業水産課 (内線255)

2002 
おおむら

3月下旬のサクラに始まって
ツツジ、藤、花菖蒲と 6月中旬まで
次々と咲き変わる花々におおわれ、
たくさんの人出でにぎわいます。

裏見の滝

4月6日-5月6日
.場所 :裏見の滝自然花苑一帯 (立福寺町)

-写真コンテスト (同17日締切)

-俳句コンテス卜 (5月10日締切)

日本原産の 「ツクシシ ャクナゲ」をはじめとして

世界各国45種類5，300本のシャクナゲが、遊歩道沿いに
次々と咲き、ゴールデンウ ィークまで楽しませてくれ

ます。

期間中は、県内外からのお客さんで終日にぎわいます0

・話国民軍属咽・ 松原出張所 fi55-8501 
福重出張所 fi55-8614 

シャワナケの里 4月申旬-5月初旬

.場所:シャクナゲの里河畔公園周辺 (南川内)
日本原産の 「ツクシシャクナゲ」や西洋シャクナゲ2，400本が

皆様をお待ちしています。

・話lll5諸届E E萱瀬開発振興会事務局

(萱瀬出張所内)fi55-7001 

12-



開 4年度イベコト案内 市役所 853・4111(代)
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春の催 し 旧楠本正隆屋敷

大村の雛祭り
市指定史跡旧楠本正隆屋敷では、
毎年恒例となりました大村家に

伝わるお雛様の展示を行います。
大村では、桃の花が咲く4月に

雛祭りをするのが古く からの習
わしです。

・展示期間

3月29日[盃炉

4月14日[固
.時間 9: 00~ 17 : 00 
(期間中は無休)

・入館料 大人100円・小中学生50fI
・場所旧楠本正隆屋敷

女呈茶
4月6日(土)・7日(日)
10 : 00~16 : 00 
呈茶代:200円

安ミニコ ンサー卜胡弓
4月14日(日)
13 : 30~ 
15 : 00~の2回予定

・面目盛塁il~

文化振興課 (内線372)

平成14年おおむら夏越まつり

太鼓の打ち手募集
おおむら夏越まつり の太鼓の

打ち手として参加しませんか。

子供の部・・-小学1年生~

中学3年生までの男女

大人の部・・・高校生以上

募集締切 4月30日(火)

-~~.&沼田苗阻著書置~・

おおむら夏越 まつ り協賛会

fi52-2580 
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2 1mスポーツは健康の源
- ーおおむら軽スポーツ大会一

ソフ トバレーポールとインディア力 (シーハット

おおむら)、グラウンドゴルフ (市営陸上競技場)の

3種目に多くの市民が参加して、軽スポーツ大会が

開かれました。皆さんさわやかな汗をかいて、 スポ

ーツを楽しんでいました。

ボクの・わたしの自慢の作畠!
- ー第14回大村市子ども美術展ー

市内の小学生から多くの応募があった総画と書の優秀作品が、シ

ハッ トおおむらに勢ぞろいしました。のびのびと描かれた絵画や

力強い筆使いの書が並び、見に来た市民の皆さんの目をくぎ付けに

していました。

31 tei!itl)ょうこそ、なかちくヘ!
『司 ・F ー第39田中地区公民館まつりー

公民館を利用しているグループが、日ごろの学習の成果

を年に一度発表する中地区公民館まつりが開かれました。

3日は舞台発表、 9.10日は展示発表が行われ、訪れた人

たちを楽しませていました。

15 

3/_・竹刀に込めた熱いJD¥で一本!
司 F 一第29回大村市防火少年剣道大会一

市内の小中学生剣士による防火少年剣道大会が、シーハ、ソト

おおむらでi聞かれました。みんなの竹万を持つ手は真剣で、観

客席の応援団から大きな声援が響いていました。

'事ヘ，・、

CAMERA SPOT 

2/CD)これで気合も入るぞ!!
ー 一郡中学校武道場が完成-

郡中学校の武道場が完成し 、落成式が行われました。式

典の後には、都中の生徒と武道関係者による模範演技が行

われ、まわりの観覧者はその迫力に圧倒されていました。

2 / .おっと、危ない、左右確認!
、.，一女性ドライパ-講習会一

交通安全母の会による女性ドライパ講習会が、大村警察

署で聞かれました。講話や映画上映とともに、参加者は斐通

安全教育車を使った運転シミュレ ションを体験し、支通事

故防止の意識を新たにしました。
:J..， t、問、主j鷹羽

2 1 m広くて便利になりました
- 一朝追岳橋が完成一

萱瀬小学校前の郡川にかかる朝追岳橋が新しく架け替えら

れ、開通式が行われました。これまで自動車1台通るのがやっ

との幅だっただけに、広い橋の開通で宮代地区の人たちにとっ

て大蛮便利になりました。

21毎回高いレベルの
一 力作がスラリ!

一大村市中学校美術作品展-

市内中学校の授業で製作された絵画ーデザイ

ン・陶芸などの作品を集めて、美術作品展がシー

ハットおおむらで聞かれました。レベjレの高い作

品ばかりで、会場を訪れた市民の人たちは感心し

きリでした。

- 14-



乙
寄
ら

私
た
ち
消
防
団
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
、

-い
ち
早
く
対
応
で
き
る
よ
う
日
夜
訓
練
に
は
げ
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
年
間
を
通
じ
て
た
く
さ
ん
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
そ
の
他
の
活
動
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

-5丞c-il崎主主~.~

毎年、春・秋の年2回、期間は1週間です。市内全

域に看板を設置し、広報車で火災予防を呼びかけるほ

か、期間中、放水訓練や設備の点検を行っています。

E:i回目指g1!沼長野事訴.

昨年10月、神奈川県横浜市において「第15回全国女性消防操法大

会jが開催され、長崎県代表として出場。当日は大会史上例にない

暴風雨となりましたが、 47チーム中17位の好成績をおさめました。

一『司圃圃司

毎年11月23日勤労感謝の日は、消防団活性化ソフトボール大会

を開催しています。消防署や他のソフトボールチームを交え、団員

の親睦を深めています。

昨年、新たな全国統一の活動服が県内の他市・町に先駆け、全団

員に配布されました。

-盟姐E垣~星通

ーヨ吾まる剖ff~n崩ll~~・
消防団幹部団員の指導能力の向上、新任

団員の消防に関する基礎的な知識と技術の

習得を目的とした訓練を行っています。

、
-
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-t=:t訂良司
毎年1月8目、大村市民会館において消防出初式が挙行されます。

今年は市制60周年ということもあり、例年より多数の幼少年防火

クラブの参加などで、盛り上がりをみせました。

回 一
12月28日から31日の4日間は、歳末特別警戒を行っています。各

分団は、夜8時から朝5時まで管轄区域を見まわり火災予防に務め

ています。また、冬場にも各分団一斉に消防訓練を行っています。

-16-

岡崎ll~~.

梅雨期を控え、豪雨による災害 (河川の

堤防越水決壊など)に備えて、水防工法の

技術を習得する訓練を行っています。
'ち市、

消火器の訪問販売l之ご注意 1
消防署員・消防団員が個人宅に消火器の訪問販売を

することはありません。「おかしいナ?Jというときは、

消防署または市役所安全対策課までご連絡くださし'0
・ 消 防 署 52-4138

・安全対策課 53-4111 (内線217)

-17-

活力1)15消防E員を募集レていますf
消防団は、「郷土愛護の奉仕の精神」で火災やその

他の災害から市民の生命、身体、財産を守る崇高な任

務につきます。

志操堅固かつ身体強健な方18歳以上.資格



みんなの

健康
「熱性けいれんについて」

熱
性
け
い
れ
ん
と
は
、
発
熱
時
に
お
こ
る
ひ
き
つ

け
で
す
が
、
こ
れ
は
意
外
と
多
い
病
気
で
、
日
本
で

は
7
1
8
%
の
お
子
さ
ん
に
起
こ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
や
や
男
児
に
多
く
(
女
児
の
1
・

4
倍)、

6
か
月
か
ら
3
歳
く
ら
い
ま
で
に
み
ら
れ
ま
す
。一

生
に
一
回
し
か
お
き
な
い
人
が
印
j
ω
%
で
、
2
回

し
か
お
き
な
い
人
が
お
%
く
ら
い
で
す
。

熱
性
け
い
れ
ん
は
急
激
な
熱
の
上
が
り
か
け
に
起

こ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
発
熱
に
気
が
付
か
な

か
っ
た
場
合
で
も
、
計
っ
て
み
る
と
判
℃
ぐ
ら
い
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
け
い
れ
ん
の
発
作

中
は
随
分
長
く
続
い
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
も
の
で

不
安
に
な
り
ま
す
が
、
た
い
て
い
は
5
分
以
内
で
お

さ
ま
り
ま
す
。
生
命
に
別
条
は
あ
り
ま
せ
ん
。
慌
て

な
い
で
け
い
れ
ん
が
落
ち
着
く
ま
で
様
子
を
観
察
し

て
く
だ
さ
い
。
発
枇
北
口
却
は
横
向
き
に
寝
さ
せ
て
く
だ

さ
い
。
口
の
中
に
順
一
吐
物
な
ど
の
物
が
入
っ
て
い
れ

ば
、
無
理
め
な
い
範
囲
で
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

口
の
中
に
箸
や
タ
オ
ル
な
ど
を
入
れ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
舌
を
噛
む
こ
と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。
け
い
れ

ん
が
止
ま
れ
ば
し
ば
ら
く
し
て
眠
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
多
い
で
す
。
け
い
れ
ん
が
続
い
て
い
る
の
か
、
終

わ
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
場
合
は
名
前
を
呼
ん
だ
り
、
体
を
軽
く
つ

ね
っ
た
り
し
て
、
刺
激
を
与
え
て
み
て
、
反
応
す
る

か
ど
う
か
で
判
断
し
ま
す
。

眼
の
位
置
に
偏
り
は
あ
り
ま
す
か
?
四
肢
の
動
き

さわ小児科

淳芳 弘 先 生

は
ど
う
で
す
か
?
け
い
れ
ん
の
左
右
差
は
?
意
識

や
顔
色
は
?
け
い
れ
ん
の
持
続
時
間
は
?

夜
間
の
子
ど
も
の
救
急
車
で
の
病
院
来
院
の
ほ
と

ん
ど
が
熱
性
け
い
れ
ん
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
5
1
m

分
経
っ
て
も
け
い
れ
ん
が
治
ま
ら
な
か
っ
た
ら
救
急

車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。
け
い
れ
ん
し
た
後
、
す
ぐ

に
四
肢
の
動
き
な
ど
け
い
れ
ん
前
の
状
態
に
戻
っ
た

ら
、
ま
ず
心
配
い
り
ま
せ
ん
の
で
、
夜
中
な
ら
ば
翌

朝
受
診
し
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

注
意
が
必
要
な
熱
性
け
い
れ
ん

基
本
的
に
単
純
性
熱
性
け
い
れ
ん
は

6
歳
を
過
ぎ

れ
ば
自
然
に
な
く
な
り
ま
す
が
、
一
部
は
無
熱
性
け

い
れ
ん
(
て
ん
か
ん
)
に
移
行
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
後
記
の
場
合
は
注
意
が
必
要
で
す
。

①
初
め
て
の
け
い
れ
ん
が
生
後
6
か
月
未
満
ま
た
は

6
歳
以
上
の
場
合

②
け
い
れ
ん
時
間
が
日
j
m
分
以
上
持
続
し
た
場
合

③
弘
時
間
以
内
に
2
回
以
上
繰
り
返
冷
場
合

④
け
い
れ
ん
以
外
に
意
識
障
害
・
麻
痔
と
い
っ
た
神

経
症
状
を
伴

w

つ
場
合

⑤
発
達
遅
延
の
子
ど
も
に
合
併
す
る
場
合

注
意
を
要
す
る
け
い
れ
ん
は
脳
波
な
ど
の
検
査
が
必

要
で
す
。
発
熱
時
、
早
め
に
抗
け
い
れ
ん
剤
の
予
防

投
与
し
ま
す
。
通
常
ジ
ア
ゼ
バ
ン
の
座
薬
や
シ
ロ
ッ

プ
を
使
用
。
発
熱
時
に
座
薬
を
2
回
、
8
時
間
あ
け

て
投
与
す
る
方
法
等
も
あ
り
ま
す
。
脳
波
異
常
の
あ

る
場
合
、
抗
け
い
れ
ん
剤
の
持
続
投
与
が
必
要
で
す
。

予
防
接
種
に
つ
い
て

熱
性
け
い
れ
ん
を
し
た
人
も
予
防
接
種
は
受
け
ら

れ
ま
す
。
以
前
は
一
年
間
あ
け
て
い
ま
し
た
が
、
現

在
は
医
師
の
判
断
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
予
防
接

種
基
準
案
(
2
0
0
1
年
3
月
)
で
は
初
回
の
熱
性

け
い
れ
ん
の
あ
と
は
2
1
3
か
月
後
、
2
回
目
以
後

の
け
い
れ
ん
の
あ
と
は
1
か
月
す
れ
ば
接
種
で
さ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
(
対
象
は
初
回
発
作
が
6

か
月
以
後
の
単
純
型
熱
性
け
い
れ
ん
)

か
か
り
つ
け
の
先
生
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

夢IflAh~/IO­
Uご~-;}弘7.f~

皆さんに親しまれている琴平スカイパークの工事が3月末で完了し、
4月にリニューアルオープンします。
新たに999段の「桜の並木道j ・99.9mの「ローラースライダ-J・「展望

広場jの整備と草ソリ場、パターゴルフ場を改修しました。子どもから大人
まで楽しめるファミリーパークとして充実しています。ぜひご利用ください。
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図
市
立
病
院
だ
よ
り

第
二
次
再
建
計
画
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す

市
立
病
院
の
経
営
は
昭
和
必
年
ご
ろ
か
ら
少

し
ず
つ
悪
化
し
始
め
、
昭
和
四
年
度
に
は
累
積

欠
損
金
が
約
日
億
7
千
万
円
に
ま
で
達
し
ま
し

た
が
、
翌
年
度
か
ら
4
年
間
は

一
時
的
に
好
転

し
、
欠
損
金
を
約

3
億
円
減
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
度
重
な
る
医
療

法
改
正
な
ど
で
診
療
報
酬
が
低
く
抑
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
ま
た
徐
々
に
増
え
始
め

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
要
望
に
沿
っ
た
新
た
な
医
療
ニ

1
ズ
に
応
え

つ
つ
患
者
増
加
策
を
図
り
、
収
益
の
向
上
に
つ

な
げ
る
た
め
に
、
平
成

7
年
に
は
心
臓
血
管
病

セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
て
、
診
療
を
始
め
る
と
と

も
に
、
平
成
8
年
3
月
に
「
市
立
病
院
経
営
再

建
計
画
」
を
策
定
し
て
、

診
療
体
制
の
見
直
し

ゃ
各
種
経
費
の
節
減
、
医
事
計
算
や
現
業
部
門

の
外
部
委
託
な
ど
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

5
年
間
に
わ
た
る

計
画
期
間
中
に
約

6
億
円
に
の
ぼ
る
費
用
効
果

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、

医
療
を
取
り
巻
く
環
境
が

ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
す
中
で
、
累
積
欠
損
金

を
減
少
さ
せ
る
ま
で
に
至
ら
ず
、
引
き
続
い
て

第
二
次
経
営
再
建
計
画
を
策
定
し
て
経
営
の
健

全
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
計
画
の
主

な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

大
村
市
立
病
院
m
U
(
⑫

2
1
6
1
 

一
、
利
用
率
が
低
い
結
核
病
床
を
廃
止
し
て
、

あ
る
程
度
長
期
間
入
院
が
必
要
な
慢
性
期

の
患
者
さ
ま
の
た
め
に
療
養
病
棟
を
設
け

ま
す
。

二
、
脳
血
管
障
害
や
骨
折
な
ど
患
者
さ
ま
の
一

日
も
早
い
社
会
復
帰
を
促
す
た
め
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
門
を
充
実
し
ま
す
。

三
、
市
民
ニ

l
ズ
の
強
い
神
経
内
科
(
脳
血
管

疾
患
専
門
)
や
小
児
科
な
ど
の
診
療
科
を

強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
病
院
の
理
念

市
民
の
身
体
と
心
の
健
康
を
守
り
、

や
す
ら
ぎ
を
提
供
し
ま
す

安
心
と

行
動
規
範

一
、
患
者
さ
ま
に
真
心
を
持

っ
て
接
し
、
よ
く

説
明
し
理
解
し
て
い
た
だ
く
よ
う
努
め
ま
す
。

二
、
患
者
さ
ま
の
権
利
を
尊
重
し
ま
す
。

三
、
正
確
な
知
識
と
医
療
技
術
の
向
上
に
努
め

ま
す
。

四
、
安
全
で
快
適
な
医
療
環
境
を
提
供
し
ま
す
。

一

端

夕
日間

ン
澗

セ
阪

宣
地

推

柿

面
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参

ゆ
5

同

劇
伊

共

町
M

女

誠
&

男

E
g

共同参画推進センター

F守男女がいきいきと h
aah輝くために… 知露

時 :4月 25 日 ~5月 30 日 (毎週木曜日 )
13 : 30~15 : 30 

・場 所:男女共同参画推進センター
・募集人員:35人 (男女不問)
・申込方法:往復はがきに講座名・住所・氏名(ふりがな)

-年齢・性別・電話番号を記入のうえ、 「干856-
0825西三城町7-9男女共同参画推進センター」まで
申し込んでくださし、。

・申込期限 :4月15日(月)

(TeI.54-8700) 
男女共同参画推進センターでは、相談業務を行っています。

家庭、職場などでのいろいろな問題を、ひとりで悩まないで、まずお電話ください。

センターでの面接相談も行っています。

-日
第1田ビデオ でおしゃべり (進行:嶋田寛子さん)

ビデオを見たあとおしゃべりしませんか。
参加は自由です。

圃講座日程 内容 講師

4/25 r市民活動とボランティアjシャプラニール長崎
」代表嶋田寛子

「子どもの社会性と生活習慣J畿大言木
市立図書館
読み聞かせボランティア

小児科医
未定

県立長崎シーボルト大学
教 綬 松 永 恵 子

アマランス一時保育
ボランティア 荒木美代子

薗日時 :4月13日(土)10 : 00~12 : 00 
.場所:男女共同参画推進センター

・内容あなたへのメ ッセージ]
「人権Jって、 言葉にするとなんだか堅苦しし ¥0

でも、あなたの周りで「これって変だな?J 
と主主聞に思うこと ってき っとあるはず。
各界で活躍されている5人の方々 (落合恵子さんほか)
からのあなたへのメ ッセージ集。

暢子

- 19-

「絵本と子どもたち」

ノ 「緊急時の対応の仕方
5/16 ;.急な発熱やけがが起こったときj

「子どもが楽しめる過ごさせ方・
遊Ij'せ方J
「保育サポータ としての
心がまえJ

5/2 

5/23 

5/30 

5/9 f一時保育ボランティア養成講座j受講生募集
あなたもセンターの一時保育ボランティアとして、

活動してみませんか。男女共同参画推進センターで
は、小さな子どもがいる方でも講座や研修などを安
心して受講できるように、センターの一時保育ボラ
ンティアとして、活動してくださる方の養成講座を
実施します。



~I越しシーズシです。
水道の閲胎 ・中止の届出を忘れず巴11

~のご住所から引越されるときは・..

ん
/7f
7

〆
¥ウソイス

事前に受付ができますので、 ¥

引越しの日が決まられたらご連

絡ください。

『上下水道使用のお知らせjか I納

入通知書jに記入されているお客様

番号をお知らせくだされば簡単に届

出ができます。

ノ

電
話
一
本
で
O
K
で
す
。

，/戸田

事前に受付ができますので、

入居日が決まられたらご連絡く

ださい。

〆 入居先のポストなどに以いますo

f上下水道使用についてのお願いj

に記入されているお客様番号をお知

らせくだされば簡単に届出ができま

す。

[水道局がお聞きすること]

今の住所・引越し日・残額の支払い

方法・引越し先の住所など

ご注意!

届出がなかった場合は引越され

た後も基本料金がかかります。

必
ず
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

[水道局がお聞きすること]

住所・氏名・入居日・電話番号・支

払い方法など

ご注意!

届出がなかった場合は現地調査

を行い、やむを得ず給水を停止す

ることがあります。

大村市水道局

業務課料金係

TEL 53-1111 

平日
8 : 30----18 : 30 

土・日・祝日
8 : 30----16 : 30 

-20-

お問い合わせ

水道局では、お支払いに便利な口座振替をおすすめしています。お申し込みは

大村市内にある金融機関および郵便局で受付をしています(長崎県民信用組合を

除く)。口座振替依頼書は「上下水道使用についてのお願い」に同封しています。

下記の金融機関(市内)にもそなえていますのでご利用ください。

-口座振替 親和銀行・十八銀行・九州銀行・長崎銀行 ・西九州信用金庫

-窓口納入 たちばな信用金庫・九州労働金庫・長崎県央農業協同組合

-口座振替のみ 郵便局

-窓口納入のみ 水道局・市役所市金庫および各出張所

Fプ



-問い合わせ
保険年金課(内線110)国保税のはなしQ&A

医療費の増加で、国保事業が非常にきびしい状況になっています。

国保事業費は「国・県からの補助金J、「市の一般会計からの繰入れ金J、「国保税」ヵーら成り立っていますO

Qどのようにして、国保税は決まるのですか?。ご負担いただいている国保郎、その年度に予測される国保事業費をもとに逆算して

決めます。国保税の比率は、全事業費の約 3割に相当します。

国保税
(加入者負担額)

--
市

一般会計
繰入れ金
(収入額)

恥
金
動

助

入

国

補

恨

予想される
国保事業費

(支出額)

( 

Qなぜ国保税が毎年あがるのですか?。国保加入者および一人当たり医療費の伸びに伴い、国保事業費が年々増加しているか

らです。国保財政の制度上、国保事業費が増えることにより、ご負担いただいている国

保税も増やさざるを得なくなります。

平成 7年度から13年度の国保事業費の推移

..介護納付金

置圃 老人保健拠出金

仁二コ保険給付費等 (医療費)

601-一一一一一一一一一一一一一一一 一

-E 
20 f-

40 

30 

50 

(単位:億円)70 

10 t- ー

12年度

Q来年度以降の国保税はどうなりますか?。昨度は、推定で一人当たりに要する医療費は全体平均で約420，000円で、前年に比べ

9，600円増える見込みで、現在の国保税の税率では相当の赤字が見込まれます。

従いまして、 14年度以降も相応のご負担増をお願いするようになることが予想されます。

どうか、現在の大村市における国民健康保険税事業の状況をご理解いただき、

なにとぞご協力をお願いします。

13年度
(見込み)

11年度10年度9年度8年度7年度
O 

ご長寿おめでとうございます
小
野
下
タ
キ
ヱ
さ
ん
(
明
治
弘
年

2
月
お

日
生
ま
れ
・
玖
島
2
丁
目
)
が
め
で
た
く

1
0
1
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
療
養

先
を
訪
問
し
た
甲
斐
田
市
長
か
ら
花
束
や

長
寿
祝
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
短
歌
好
き

な
小
野
下
さ
ん
は
お
祝
い
の
席
で

「黒
文

字
の
わ
が
も
の
顔
で
咲
き
ほ
こ
る
」

と
詠
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
長
生
き

し
て
く
だ
さ
い
。

山
本
ミ
チ
ヱ
さ
ん
(
明
治
お
年
2
月
日
日

生
ま
れ

・
溝
陸
町
)

が
め
で
た
く

1
0
0

歳
を
迎
え
ら
れ
、
自
宅
を
訪
れ
た
松
添
収

入
役
か
ら
花
束
や
長
寿
祝
金
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
歌
が
大
好
き
で
朗
ら
か
な
性
格
の

山
本
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
好
物
の
刺
身
を

た
く
さ
ん
食
べ
て
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

-21-



楽
し
い
子
育
て
の
輸
を

広
げ
ま
し
ょ
う
ダ

乳
幼
児

(0
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
)
の
子
育
て
家
庭
の
お
母
さ
ん
!
お
父
さ
ん

!

お
孫
さ
ん
の
面
倒
を
見
て
い
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
!
お
じ
い
ち
ゃ
ん
!

安
心
し
て
遊
べ
る
所
が
な
い
と
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
っ

い
つ
も
親
子
だ
け
で
過
ご
し
て
い
て
、
お
友
達
が
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
0
・

子
育
て
の
悩
み
を
聞
い
て
も
ら
え
る
人
が
い
ま
す
か
0
・

そ
ん
な
「
子
育
て
家
庭
の
育
児
支
援
」
の
た
め
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が、

大
村
市
に
は

3
か
所
あ
り
ま
す
。

圃~:r:..... ~iiI~・
大村市

¥¥子育て支援センター
:¥ (すこやかセンタ -内)

ペ¥ft54・9100

.子育てつどい連続講座
親子で自由に遊べて、ほかの親子と受流でき、同じ月齢の子どもと
その保護者の出会い、子育ての学びの場です。

.遊び別子育てつどい
毎週水曜日にすこやかセンター、図書館で親子で遊びます0

・出前子育てつどい
毎週木曜日に松原-三浦 福重の地域に出かけて行います。

E~~摘出国図.
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西大村

ElIillJJ百司

lにこにこ子育てサロン
t 実天宮保育園)

¥ ft55・0922

・親子あそび
人との出会いを大切に、 友達づくりとお母さんの
リフレッシュをはかります。
火曜日-ピヨピヨグループ co歳児親子)

パンダグループ (1歳児親子)
レオグループ (2"'5歳児親子)木曜日

.園庭開放
火曜日 、午前9時~正午まで保育園の庭で
自由に遊べます。

.親子あそび
毎週水曜日に親子で製作、お散歩などを行います。

-親子サロン
毎週金曜日は、お母さんのリフレッシュタイム!
コーヒーを飲みながらやすらぎのひとときで
笑顔がいっぱい 1

.園庭開放
月~土曜日、午前10時~午後 3時まで保育園の庭で
自由に遊べます。

搬

惜し1m
子育て支援センターでは親子遊び・子育て

相談・子育て講演会の実施・情報紙発行・子

い・交流・安らぎ・学びの場として皆さんの

ご利用をお待ちしています。

M6Zレ
/重重~霊

方トムウェル大村

トステムのリホームチェーン

-22-

小さな工事から増改築・建替えまで

組
総合建設業一級建築士事務所

合資会社一瀬
おQI

干856-0827 長崎県大村市水主町2丁目621-1
TEL 0957-53・2515FAX 0957・53-1989

ICHINOSE 



fこころはぐくむ絵本事業j
が始まります。
お母さん、お父さんに抱っこされて語りかけてもらい、絵本を通して

親子の交流を深め、心とことばの発達を育むことを目的に実施します。

大村市ではあかちゃんの誕生を祝い、乳幼児すくすく健康相談会場で、

誕生記念品として絵本をお渡しします。

1歳のお誕生日の前日までに乳幼児すくすく健康相談会場へあかち ゃん

と一緒にお越 しください。その際、母子健康手帳を必ずご持参くださし'0

ー週..  
大村市に住所を有するあかちゃんで、

平成14年 4月 1日以降に生まれた 1歳未満の乳児の保護者

-理署蜜藍霊霊園}
母子健康手帳

-霊_=If.
す(大村こ市や保健か福祉セセンンタタ)ー 毎月 第 2水曜日 9 : 30--...11 : 00 

13 : 30--...15 : 00 

鈴田出張所 奇数月第 3水曜日 9 : 30--...11 : 00 

竹松出張所 偶数月第 3月曜日 9 : 30--...11 : 00 

松原出張所 偶数月第 1火曜日 13:30--...15:00 

引P
:乳幼児 ぷ

すくすく健康相談って?

あかちゃんの身長 ・体重を測定 した

り、 神経芽細胞腫と いう小児がんの一
:種の検査セ ッ トを説明し てお渡しし た

りしています。ほかに も、あかちゃん
:の歯や離乳食に関する悩み・相談、 予

防接種についての疑問など、育児に関
する相談をスタ ッフがお受けしま す。

お気軽にお越しくださ ¥"0

※毎月の日程は、 「広報おおむら」の 「健康カレンダ-Jのページで確認できます。

「乳幼児すくすく健康相談」にく ること ができない場合も、図書館などで対応します0

.問い合わせ健康増進課(内線 14 1 ) 

iItラコティP雲襲
こころはぐくむ絵本事業実施にあたり、乳幼児すくすく健康相談時に趣旨を伝え、絵本を渡してくださる

ボランティアスタ ッフを養成する研修会を開催します。興味ある方の多数の参加をお待ちしています。

ーーーー亘書 1日目… 5月8日側 13 : 30-15 : 30 一一一 2日目… 5月15日例 13: 30-15 : 30 

※両日とも出席ください。

竃孟型監~， 電話でお申し込みくださいo

e歪蜜富司・ 4月22日(月)

e翠z・すふ品五ζ仁

e彊3似程度
-申し込み・問い合わせ
健康増進課 企⑮ 41 1 1 (内線141) 

すこやかセンタ -ft⑨ 91 0 0 

23 



市役所

ft53・41'11(代表)

最
近
、
屋
内
配
電
盤
の
調
査
お
よ
び
工
事
と
い
う
名
目
で
、
金
銭
を
だ
ま
し
と
る
事
件
が
県
内
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
当
社
は
、
九
州
電
気
保
安
協
会
に
委
託
し
、

4
年
に

1
度
屋
内
の
漏
電
調
査
な
ど
を
し
て
い
ま
す
が
、

調
査
に
関
し
て
現
金
を
請
求
す
る
こ
と
は

一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
-
九
州
電
力
大
村
営
業
所

(
公
@
2
1
7
1
)

に
、
医
師
お
よ
び
指
導
員
が
診
察
や
適
①
保
険
料
の
納
付
が
変
わ
り
ま
す

切
な
指
導

・
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
大
村
市
か
ら
送
っ
て
い
た

同
時
に
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
補
納
付
書
は
、

4
月
か
ら
は
国
か
ら
直
接

聴
器
の
申
請
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

送
ら
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
平
成
凶
年

日
時

毎
月
第
3
土
曜
日
、
午
後
1
時

4
月
か
ら
は
ご
自
宅
へ
送
付
さ
れ
る
納

1
3
時

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
付
書
で
、
直
接
、
銀
行
・
郵
便
局
・
農

・

協
・
信
用
組
合

・
信
用
金
庫
・
労
働
金

園

戦

没

者

の

ご

遺

族

の

方

ヘ

庫
・
社
会
保
険
事
務
所
な
ど
へ
国
民
年

.

金
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に

.

福
祉
課
(
内
線
1
5
1
)

-

な
り
ま
す
(
市
役
所
お
よ
び
各
出
張
所

特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限
は
4
月
ー

で
は
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
)
。

日
ま
で
で
す
。
今
回
の
特
別
弔
慰
金
の
②
第
3
号
被
保
険
者
へ
の
手
続
き
は
、

対
象
と
な
る
方
は
、
平
成
7
年
4
月
1

配
偶
者
の
勤
務
先
の
事
業
所
な
ど
に
変

日
か
ら
平
成
日
年
3
月
白
日
ま
で
の
間

わ
り
ま
す

に
、
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
な
ど
の
届
出
手
続
き
の
利
便
性
向
上
や
届
出

受
給
権
者
が
遺
族
内
に
い
な
く
な
っ
た
の
漏
れ
を
防
止
す
る
た
め
、
配
偶
者
の

方
な
ど
の
遺
族
(
戦
没
者
死
亡
当
時
の
勤
務
先
の
事
業
所
な
ど
を
経
由
し
て
届

三
親
等
内
の
親
族
)
で

一
定
の
要
件
を
け
出
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

満
た
す
方
で
す
。
支
給
さ
れ
る
特
別
弔
③
第
3
号
被
保
険
者
期
間
を
含
む
裁
定

慰
金
は
、
額
面
M
万
円
の
国
債
で
す
。

請
求
手
続
き
は
、
社
会
保
険
事
務
所
に

変
わ
り
ま
す

④

「
半
額
免
除
制
度
」
が
始
ま
り
ま
す

従
来
の
全
額
免
除
制
度
に
加
え
、
申

請
に
基
づ
き
保
険
料
の
半
額
を
免
除
す

る
「
半
額
免
除
制
度
」
が
始
ま
り
ま
す
。

(
所
得
要
件
が
あ
り
ま
す
)

⑤
学
生
納
付
特
例
制
度
の
範
囲
が
拡
大

さ
れ
ま
す

夜
間
部

・
定
時
制
課
程
・
通
信
制
課

程
の
学
生
の
方
も
、
学
生
納
付
特
例
制

度
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
市
役
所

ま
た
は
各
出
張
所
の
窓
口
で
申
請
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
(
学
生
は
学
生
納

付
特
例
が
あ
る
の
で
、
半
額
免
除
は
適

用
さ
れ
ま
せ
ん
)

-
手
話
講
習
会
受
講
生
募
集

-

福
祉
課
(
内
線
1
5
6
)

聴
覚
に
障
害
の
あ
る
人
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
情
報
の
保
障
を
行
う

手
話
通
訳
者
を
育
成
す
る
た
め
、
講
習

会
を
行
い
ま
す
。
期
間

5
月
日
日
1

1
月
四
日
、
毎
週
火
曜
日

時
間

午

後
6
時
加
分
i
8
時
ぬ
分

場
所

総

合
福
祉
セ
ン
タ

ー

コ

l
ス
・
対
象

入
門
講
座
・
・
・
初
め
て
の
方
で
回
歳
以
上
。

初
回
か
ら
5
固
ま
で
は
申
込
者
全
員
受

講
。
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、

6
回
目

以
降
抽
選

基
礎
講
座
・:
入
門
講
座
を

修
了
さ
れ
た
方

受
講
料

無
料
(
た

だ
し
、
教
材
費
な
ど
実
費
)

申
込
方

法

往
復
は
が
き
に
住
所

・
氏
名
(
ふ

り
が
な
)

・
生
年
月
日

・
電
話
番
号

・

勤
務
先

・
手
話
を
習
う
動
機
を
記
入
の

う
え
「
一丁

8
5
6
8
6
8
6
玖
島
1

丁
目
お
番
地

大
村
市
福
祉
課
」

ま
で

郵
送
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
返
信
用
は
が

き
に
も
住
所
・
氏
名
を
必
ず
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
電
話
で
の
申
し
込

み
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
期
限

4
月
四
日
幽
消
印
有
効

耳
と
こ
と
ば
に
関
す
る
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す

福
祉
課
(
内
線
1
5
6
)

聴
覚
や
言
語
機
能
の
障
害
が
あ
る
方

国
民
年
金
事
務
の
取
り
扱

い
が
一
部
変
わ
り
ま
す

保
険
年
金
課
(
内
線
1
1
3
・
1
1
4
)

地
方
分
権

一
括
法
に
よ
り
国
と
地
方

公
共
団
体
の
事
務
が
見
直
さ
れ
、
国
が

直
接
保
険
料
を
収
納
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
な
お
、
日
年
度
分
の
保
険
料
は
、

平
成
M
年
4
月
初
日
ま
で
の
聞
は
、
大

村
市
か
ら
の
納
付
書
で
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。

老
齢
福
祉
年
金
受
給
者

の
皆
さ
ん
へ

保
険
年
金
課
(
内
線
1
1
3
・
1
1
4
)

4
月
期
の
年
金
は
、

4
月
日
日
同
か

ら
郵
便
局
で
受
給
で
き
ま
す
。
年
金
を

受
け
取
っ
た
ら
す
ぐ
に
年
金
証
書
(
緑

色
の
手
帳
)
を
年
金
係
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

提
出
期
限

4
月
日
日
同
j
初
日

ω

※
平
成
お
年
8
月
か
ら
平
成
U
年
7
月

ま
で
の

1
年
間
全
額
支
給
停
止
に
な
っ

て
い
る
方
の
提
出
は
8
月
に
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
皆
様
へ

保
険
証
(
国
民
健
康
被

保
険
者
証
)
が

4
月
1

白
か
ら
替
わ
り
ま
す

保
険
年
金
課
(
内
線
1
1
2
)

現
在
、
皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
、
退
職
被
保
険
者

証
の
有
効
期
限
は

3
月
白
日
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。
4
月
1
日
か
ら
は
新
し

い
国
民
健
康
被
保
険
者
証
(
水
色
)
、
退

職
被
保
険
者
証
(
さ
く
ら
色
)
に
替
わ

り
ま
す
。

新
し
い
被
保
険
者
証
は

3
月
下
旬
に

郵
送
し
ま
す
が
、

4
月
に
な
っ
て
も
届

か
な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

現
在
、
皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
被
保
険
者

証
は
、
今
ま
で
郵
便
で
返
送
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
更
新
分

か
ら
4
月
1
日
以
降
に
廃
棄
処
分
し
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

- 24-
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市役所

053・4111(代表)

市
民
税
・
県
民
税
・
国

民
健
康
保
険
税
申
告
書

が
届
い
て
い
な
い
場
合

税
務
課
(
内
線
1
2
2
j
1
2
4
)

次
の
場
合
は
、
市
県
民
税
の
申
告
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
た
だ
し
書
き
の

場
合
は
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

用
紙
は
税
務
課
ま
た
は
各
出
張
所
に
備

え
て
い
ま
す
。

。
学
生
や
主
婦
の
方
で
無
収
入
の
場
合

ア
ル
バ
イ
ト
や
パ

l
ト
な
ど
も
し
て

な
く
全
く
無
収
入
で
あ
る
場
合
(
た
だ

し
、
わ
ず
か
で
も
収
入
が
あ
れ
ば
申
告

が
必
要
で
す
。)

O
勤
め
先
で
年
末
調
整
を
さ
れ
た
場
合

年
末
調
整
さ
れ
た
収
入
だ
け
の
場
合

(
た
だ
し
、
わ
ず
か
で
も
年
末
調
整
さ
れ

て
い
な
い
収
入
が
あ
れ
ば
申
告
が
必
要

で
す
。)

O
こ
れ
ま
で
壁
疋
申
告
を
さ
れ
て
い
た
場
合

従
来
か
ら
確
定
申
告
を
さ
れ
て
い
た

場
合
(
た
だ
し
、
今
年
確
定
申
告
を
す

る
必
要
が
な
け
れ
ば
、
市
県
民
税
の
申

告
を
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。)

。
公
的
年
金
だ
け
で
一
定
額
以
下
の
場
合

日
歳
未
満
で
公
的
年
金
収
入

1
0
0

万
円
程
度
以
下
だ
け
の
場
合
(
遺
族
年

金
・
障
害
年
金
な
ど
非
課
税
年
金
は
含

み
ま
せ
ん
。)

白
歳
以
上
で
公
的
年
金
収
入
2
6
0

万
円
程
度
以
下
だ
け
の
場
合
(
非
課
税

年
金
は
含
み
ま
せ
ん
。)

病飼
気い
の 主
予 の
防皆
lこさ
もん
なで
り子
ま犬
す・
。子

手猫
術を
は育
、て

各る
動つ
物も
病 り
院が

善三料金:新規に登録をして狂犬病予防注射を受けるとき

H方 狂犬病予防注射のみ受けるとき

き同 鑑札の再交付を受けるとき

主雇 ※おつりがないようにご協力ください。
げ妊

で .函ll&諸諸週・ 環境保全課 (内線144)
き去
三勢

2Z畜犬登録・狂犬病予防注射実施日程
福三 月日 時間 ; 実施場所 1 

2it i 9:30~11:40 シーハットおおむら (ガレリア)
喜琴 4.15 (月)

下 13 : 30~15 : 30 木場公民館
や主 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一→
時l' 9: 30~9: 55 今村公民館

F2 10: 1O~10弓「溝陸公民館 一一つ
つ~ 10 : 55~11 : 20 三浦出張所 l 
ぃ~ 4.16'(火) 一一-=-=----l--=~~-=:=-::~----------
芹ん 11 :30~11 : 4~_I堕些民fi--一一一一」
議す 13 : 30~14 : 00 釜川内公民館 1 
医乏 ; 14 : 20~15 : 30 鈴田出張所 i 
師命 i 

キを j 9 : 30~10 : 40 上久原公民館 i 
王者 i 10: 55~11 : 10 椎池公民館 i 
にる 4.17 (水 11: 20~ 11 : 30 松尾公民館 i 
相 7 ト一一 ! ベ
誌e: 13 : 10~13 : 40 水計公民館 | 

与で !14:00~15:30 赤佐古公民館 | 
く望 9: 30~1 0 : 00 寿古公民館駐車場 i 
だ ヰ r--一 一一一一一一二 斗ニ --
さ五 10: 20~11 : 00 福重出張所 ! 

日な 11:20~11:40 立福寺バス停・国 i 4.18 (木 II • c.v '-""'¥ I • "+U 

...~ ，-，'， 13: 20~13: 50 I宮小路 1丁目公民舘
環産 | ←一一一

| 川 4: 10~14 : 50 大村農業改良普及所跡地
イ呆陪 i 

全惇 l 15 : 10~15 : 40 堺町公民館
課る
f デば
v、，.-沿

線b
lか
川、

、4性
格 1・
カず

お
と
な
し
く
な

4 つ
た

犬の狂犬病予防注射を実施します
犬の飼p主は、飼い犬を市に登録し、年 1回狂犬病予防注射を受けさせなけれ

ばなりません。今年度は次の日程で畜犬登録および狂犬病予防注射を実施します。
登録および今年度の狂犬病予防注射がまだ済んでいなL喰司p犬には、
必ず受けさせてください。

また、 登録していた犬の死亡、住所変更などの届出も必要です。

狂犬病とは?
ウイルス感染症であり、かまれることで人間
にも感染し、発症すると致命的な病気です。

.飼い犬のふんの処理は必ず行ってください。

.会場へはしっかり飼p犬を固定できる人が連れてきてください0

・他の人や犬に危害を加える恐れのある犬は必ず口輪を
かけて連れてきてください。

・市から送付されてきたはがきを忘れないように必ず
お持ちください。

⑮ 

※この日程以外でも各動物病院で随時受けることができます。

月日 時間 ; 実施場所

て一旦J塑三10:00 微神堂広場

~ 1  : 30 湖畔会館
4.19 (金)

i 13: 20~14 : 1旦上諏訪公尽

14 : 30~15 : 30 西大村コミセ ン | 
9:30~11 : 30 中地区公民館 1 

4.22 (月 13 : 30~14 : 00 植松第 2公園 ; 

i 14 : 30~15 : 30 シーハッ卜おおむら (ガレリア)I 

1 :0…: 15 黒木バス停 -「
10 :25~10 : 40 萱瀬タム建設記念会館 1 

10: 50~11 : 05 久良原公民館 i 
11:20~11:5o 萱瀬出張所 ! 
13 : 20~13: 30 南川|内公民館 1 

4: OO~14 : 25 宮代公民館 | 

! 14 : 40~15 : 20 ながさき県央農協萱瀬支庖 ! 

; 9 : 30~11 : 50 竹松出張所 | 
13: 20~14..:..QQ_，宣の原 2 丁目壁里 J
14: 20~15 : 20 ，富の原1丁目児童体育館

9: 30~11 : 50 市民会館臨時駐車場 | 

_J__~~ _~_Q=--1j_~?9__j 桜馬場第 1 公民館 | 
一 一一 一一一一

14 : 40~15: 00 松山町公民館 | 

1o : 00~ 1 0 : 30 :野岳湖バス停 1 

11 : 00~11 : 50 松原出張所 1 

13: 20~13 : 40 武留路公民館

14 : 10~14 : 40 黒丸公民館

4.23 (火)

4.25 (木)

4.26 (金)

4.24 (水)

6，050円
3，050円
七600円

クリーンエネルギー天然ガス温水浴室暖房摸気箆燥機

九州ガス側大村支庖
fi53-3320 

25 

いまの浴室に取付けOK。施工も簡単。

、換気、涼風の1台4役。暖房、乾



表代4' 4' 
ザ

闇

平

成

昨

年

度

4
・
地
籍
調
査
事
業

指
洲
一

ω
閑

地
籍
調
査
課
(
内
線
3
5
8
3
5
9
)

制

怨

調
査
地
区

岩
松
町
の

一
部

説
明
会

4
月
下
旬
現
地
調
査

5
1
7
月、

9
1
日
月
※
土
地
所
有
者
に
は
、
説

明
会
お
よ
び
調
査
日
程
を
事
前
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

調
査
方
法
の
概
要

①
国
土
調
査
法
に
基
づ
き
土
地

一
筆
地

の
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
。

②
土
地
所
有
者
と
の
現
地
立
会
い
に
よ

り
境
界
(
筆
界
)
を
確
認
し
ま
す
。

③
確
認
し
た
境
界
(
筆
界
)
に
基
づ
き

地
籍
測
量
を
行
い
ま
す
。

④
地
籍
図
原
図
、
地
籍
簿
案
な
ど
を
整

え
、
閲
覧

(
平
成
時
年
1
月
予
定
j

m

日
間
)
を
行
い
ま
す
。

⑤
県
の
認
証
を
受
け
、
登
記
所
へ
送
付

し
ま
す
。
(
平
成
時
年
中
)

お
願
い

。
境
界
(
筆
界
)
が
不
明
な
所
は
、
隣

接
土
地
所
有
者
と
事
前
に
立
会
い
を
行

い
、
境
界
(
筆
界
)
を
明
確
に
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

。
所
有
権
移
転
な
ど
の
登
記
の
済
ん
で

い
な
い
土
地
は
、
手
続
き
を
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

。
境
界

(
筆
界
)
上
の
障
害
物
は
移
動

し、

草
木
類
は
伐
採
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。

。4
月
初
日
出、

午
後
1
時
1
4
時

(受
付
竹
時
1
竹
団
地
入
口

)
O県
民
の
森
竹
団
地
・
植
樹
の
森

(西
彼
杵
郡
外
海
町

)
O
募
集
人
員
先
着
2
0
0
名
(
電
話
で
申
込
・
定
員
に
な
り
次
第
締
切
)

O
参
加
料
2
0
0
円

(小
学
生
以
上

)
O準
備
す
る
も
の
作
業
の
し
や
す
い
服
装
・
軍
手

国
長
崎
県
民
の
森
キ
ャ
ン
プ
場
管
理
棟

(2
0
9
5
9
1
2
4
1
1
6
6
0
)

「
上
下
水
道
」
と
表
示
さ
れ
ま
す
。

※
生
活
水
に
地
下
水
(
井
戸
水
な
ど
)

の
み
を
使
用
の
方
に
つ
い
て
は
、
農
業

集
落
排
水
施
設
使
用
料
の
み
の
詰
求
と

な
り
ま
す
。
(
詰
求
は
水
道
局
か
ら
い
た

し
ま
す
。)

ご
み
収
集
車
を

公
売
し
ま
す

契
約
管
財
課
(
内
線
2
8
3
)

物
件

塵
芥
収
集
車
1
台
・
平
成
5
年

式
三
菱

(軽
油
車
)

公

売

方

法

一

般
競
争
入
札

入
札
日
時

5
月
1
日

側
、
午
後
2
時

場
所

清
掃
セ
ン
タ

ー

(
森
園
町
)

入
札
保
証
金
入
札

見
積
金
額
の

1
0
0
分
の

5
以
上
の
現

金

代
金
納
入
方
法
即
納

※
必
ず

印
か
ん
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

4
月
か
ら

農
業
集
落
排
水
施
設
使

用
料
の
納
付
方
法
が
変

わ
り
ま
し
た

水
道
局
業
務
課
(
岱
⑧

1
1
1
1
)

今
ま
で
、
農
業
集
落
排
水
施
設
使
用

料
に
つ
い
て
は
農
村
整
備
課
へ
納
付
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
平
成

凶
年
4
月
請
求
分

(平
成
日
年
2
月
使

用
分
)
か
ら
は
水
道
料
金
と
合
算
し
た

金
額
を
水
道
局
へ
納
付
し
て
い
た
だ
く

よ
う
に
な
り
ま
す
。

。
納
付
書
払
い
の
方

納
付
書
の
発
送
は
、
水
道
局
か
ら
の

発
送
と
な
り
ま
す
。
水
道
料
金
と
農
業

集
落
排
水
施
設
使
用
料
の
内
訳
を
記
載

し
て

い
ま
す
の
で
、
合
算
し
た
金
額
を

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

。
口
座
振
替
の
方

合
算
し
た
金
額
を
所
定
の
口
座
か
ら

振
り
替
え
ま
す
。
通
帳
へ
の
記
載
は
、

平
成
昨
年

春
の
農
作
業
標
準
賃
金
が

決
ま
り
ま
し
た

農
業
委
員
会
(
内
線
3
5
2
)

農
業
委
員
会
で
は
、
春
の
農
作
業
標

準
賃
金
を
左
記
の
よ
う
に
決
定
し
ま
し

た
春
の
農
作
業
の
た
め
、
人
を
雇
わ
れ

る
際
に
は
次
の
標
準
賃
金
単
価
を
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

(
平
成
日
年
2
月
8
日
決
定
)

作業 別 単 位 標準賃金単価

食事なし 手作業
1日当たり 5.500円(男女とも)

田植え

機 械 10 a当たり 5，000円-6，500円

麦刈り コンノTイン 10 a当たり 6，000円一8，000円

田植代かき lOa当たり 5，000円-6，000円

畑の耕起 lOa当たり 4，000円-5，000円

田の耕起 10 a当たり 6，000円一7，000円

平
成
昨
年
度

第

1
回
危
険
物
取
扱
書
誌
験

側
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
長
崎
県
支
部

(2
0
9
5
1
8
2
2
1
5
9
9
9
)
 

試
験
の
種
類

甲
種

・
乙
種
(
全

類
)
・
丙
種

試
験
日
時

6
月
日
日

目
、
午
前
叩
時

試
験
場
所

大
村
工

業
高
等
学
校

受
付
期
間

4
月
日
日

何
j
お
日
幽

(
郵
送
の
場
合
は
、

4
月

お
日
幽
消
印
有
効
)

願
書
配
布

長
崎

県
消
防
防
災
課
・
大
村
消
防
署
な
ど

願
書
提
出
先
一
T
8
5
0
1
0
0
3
7

長
崎
市
金
屋
町
9
1
3
市
民
防
火
セ
ン

タ
ー

2
F
「側
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ

ー
長
崎
県
支
部
」

圃
さ
く
ら
荘

園
開
館
鈎
周
年
記
念
演
芸
大
会

.

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
宮

@
1
3
5
2
)

皆
さ
ん
多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
時

5
月
1
日

ω、
午
前
日
時
加
分

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

劇
団
現
代
座
公
演

「
虹
の
立
つ
海
」

「虹
の
立
つ
海
」
上
演
実
行
委
員
会

「
地
球
の
声
を
聴
こ
う
」
市
民
の
会

代

表

大

崎

(
宮
③

8
9
1
1
)

日
時

4
月
幻
日
側
、
午
後
7
時

会

場

シ
l
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら

入
場
料

一般・
:
前
売
り
券
2
、
5
0
0
円
(
当

日
3
、
0
0
0
円
)
・
中
高
校
生
・
:
1
、

5
0
0
円

・
小
学
生
・:
5
0
0
円

私たち(有)岩藤清掃は水・空気・大地“環境問題"のヘルパーです。

あなたのまわりでお困りの事があったら、ますアクセスして下さい0

・本社 ・長崎営業所(長崎市中里町1728)

TEL (0957)55一8213 TEL (095) 813-9535 
FAX (0957)55-7114 FAX (095)813-9534 
Eメール iwafuji@sirius.ocn.ne.jp 

nWAFUJI is the eco-friendly CORPORATIONj 

*下水道からお知らせ女 [勧誘について注意]最近、汚水桝の点検と称して、格安で管清掃を行う 旨の説明をして勧誘を
行い、多額の請求をしている業者がありますので注意してください。屋外の溜桝は 1か月に l回清掃して油分などを取り除き、
レ 可p守マ ゴ~，- hrTT手羽--'-ふ.... ，J..... . .. ."~ -J.，，今ずピ 庁、ご三主 ιョ I ..J.. "、，下千百-l-/，、ーレ 、L
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有限会社 岩藤清掃



市役所

ft53・4111(代表)

申
旭
区
公
民
館
図
書
室

か
ら
の
お
知
ら
せ

中
地
区
公
民
館
(
宮
@
1
3
7
6
)

児
童
書

・
絵
本
の
ほ
か

一
般
書
も
あ

り
、
小
学
1
年
生
か
ら
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

貸
出
期
間

1
回
2
週
間
以
内

貸
出

冊
数

1
岡
山
冊
ま
で
貸
出
時
間

午
前
9
時
l
午
後
5
時
(
土
曜
日
は
午

後
日
時
j
午
後
3
時
)

休
館
日

毎

週
金

・
日
曜
日
・
祝
日

園
お
り
が
み
で
あ
そ
ぼ
う

.

中
地
区
公
民
館

(宮
⑧

1
3
7
6
)

お
り
が
み
で
、
季
節
の
行
事
を
折
っ

て
遊
び
ま
す
。
参
加
料
は
無
料
。
誰
で

も
自
由
に
参品
川
で
き
ま
す
。

日
時

4
月
初
日
出
、
午
後
2
時
i

4

時

場

所

中

地

区
公
民
館

内
容

「き
れ
い
な
お
花
が
咲
い
た
」
持
参
品

は
さ
み
・
ボ
ン
ド

第

8
ロ

「
大
村
パ
ー
ル
ハ
イ
ム
ま
つ
り
」

重
度
身
体
障
害
者
授
産
施
設
パ

ー

ル
ジ
ュ

エ
リ

l
授
産
工
場

(岱
@

6
7
0
9
)
 

日
時

4
月
mm
日
側
、
午
前

m時
l
午

後
4
時

場

所

大

村

パ
l
ル
ハ
イ
ム

内
容

真
珠
商
品
特
別
割
引
・
七
宝
焼

き
体
験
コ
ー
ナ
ー
・
プ
ラ
板
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
製
作
・
農
産
物
即
売
ほ
か

-
多
良
岳
県
立
公
富
山
開
き

.

大
村
山
岳
会
池
野
(
宮
@
1
8
5
4
)

日
時

4
月
紅
白
側
、
安
全
祈
願
祭
・:

午
前
8
時
紛
分

・
山
開
き
式
典
・:
午
前

9
時

場
所

黒
木
バ
ス
停
前

対
象

一
般
登
山
愛
好
者
(
参
泊
自
由
)

住
宅
情
報

-
市
営
住
宅
入
居
者
募
集

申
込
期
限

抽
選
日

入
居
日

抽
選
場
所

市I5 4 4 
民|月月 月
会I1 19 10 
館|日 日日
2 I (水:)(:金H水)

京lz
茎 10

蓋| ?

-
空
住
宅
の
表
示
は
、
退
去
か
ら
募

集
ま
で
の
期
間
を
短
縮
す
る
た
め

表
示
し
ま
せ
ん
。

-
空
住
宅
の
問
い
合
わ
せ
は
市
役
所

建
築
課
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
o

g
@
4
1
1
1
(
内
線

4
4
1
)

-
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
村
都
市
開
発
株
式
会
社

宮
⑪
4
1
5
1

公
営
住
宅
で
は
、
犬
・
猫
な
ど
ペ

ッ
ト
類
の

飼
育
・
持
ち
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

親
子
映
画
会

4月13日田
10 : 00~11 : 00 市コミセ ン
14 : 00~15 : 00 西大村コミセ ン

・ しっぱい いっぱい もいつかい (アニメ 17分)
・負けるな干太 (アニメ 24分)
圃ピノキオ (アニメ 12分)

4月13日固
10:00-11:00 中地区公民館

・のば、らの村のものがたり~春のピクニ ック (アニメ25分)
・どんぐり森へ (アニメ 15分)
・忍たま乱太郎のがんばるしかないさ

「愛のひだりがわJ
筒井康隆著岩波書庖

5歳の時、野良犬に噛まれて、左腕
が不自由な少女、愛。母を亡くし、居
場所のなくなった愛は、失践した父を
捜しに旅に出る... r時をかける少女j
などで少年少女小説のジャンルでも人
気があった著者が久々に書いた少女の
成長物語。

九州遺産 2 1世紀に残したい故郷の原風景(木下陽一 写真)
/パレード(吉田修一著)/夢の擢こぎどんぶらこ(田辺聖子著)
/さんだらほマっち(宇江佐真理著)/ダーウィンの剃万 (ダン ・
シモンズ著)/牛乳アンタッチャブル(戸梶圭太著)/英国大
蔵省から見た日本 (木原誠二著)/まちの図書館でしらべる(ま
ちの図書館でしらべる編集委員会編)/超音速漂流 改訂新版
(ネルソン ・デミル著)/陰陽師 龍笛ノ巻(夢枕猿著)/私

はもう逃げない 自閉症の弟から教えられたこと(島田律子著)
/夜明けの音が聞こえる(大泉芽衣子著)/日高(立松和平著)
/紅一点主義(林真理子著)

この他にもたくさんの新着図書を用意しています。
どうぞ、ご利用ください。

大村市立図書館ホームページ
http://www.lib.omura.nagasaki.jp 

.問い合わせ 市立図書館 (H . FAX @245'7) 
(アニメ 10分)
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EZ重.Illi睡忌:s:::::::::ri・逼言圃

[大村市排水殴備指定工事庖の指定について}
下水道の排水設備工事については、市が指定した工事事業者でなければ施工する ことができ ません。
指定番号119・ウォーターサービス滝川 (東彼杵郡東彼杵町蔵本郷1014)平成14年2月1日交付

重力、毛主食笠55を応援します

γィヨト幻
お問合せ電話52~5'060

。4
月
5
日
幽
l
n
日
闘

の
作
品
展

。
展
示
内
容

。
シ
|
ハ

ッ
ト
お
お
む
ら

(
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

)
8
日

l
n
日
は
コ
ミ
セ
ン
第
4
会
議
室

絵
タ
イ
ル
・
デ

ッ
サ
ン
画
・
絵
皿
ほ
か
全
加
点
・
企
画
調
整
課

(内
線

2
2
2
)

〈〉
内
容

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
現
代
女
性
陶
芸
家
で
あ
る
べ
ラ
・

シ
ル
ヴ
ァ
氏



市役所

ft53・41'11(代表)

清
掃
セ
ン
タ
ー
は
日
・
祝
日
は
休
み
で
す
。
{
燃
や
せ
る
ご
み
】

4
月
白
日
何
は
、
収
集
の
み
行
い
ま
す
。
{
し
尿
く
み
取
り
}
士
・
日
・
祝
日
は
休
み
。
た
だ
し
、

4
月
白
日
間
・

5
月
3
日
幽
は
通
常
ど
お

り
の
業
務
。
5
月
6
日
何
は
、
野
田
清
掃
社
・
岩
藤
清
掃
の
み
業
務
を
行
い
ま
す
。
-
清
掃
課
(
宮
@
3
1
0
0
)

回
・
期
間
中
日
曜
日
が

3
回

)

場

所

ケ

ッ
ト
出
庖
者
、
バ
ン
ド
、
ア
ト
ラ
ク

中
地
区
公
民
館
ほ
か
定
員
初
人
シ
ョ
ン
系
出
演
者
お
よ
び
ふ
れ
あ
い
祭

受
講
料

1
万

円

申

込

方

法

は

が

り

運

営

ス

タ

ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

き
か

F
A
X
で
教
室
名
・
氏
名
・
年
詳
し
く
は
、
大
村
市
青
年
団
連
絡
協

齢
・
住
所
・
電
話
番
号
(
職
場
)
を
明
議
会
広
報
担
当

・
野
崎
(
携
帯
0
9
0

記
し
て
「
一
T
8
5
6
0
8
1
4
松
並

|
2
0
8
2
i
8
3
1
7
)
ま
で
お
問

1
丁
目
2
4
6
!
5

中
地
区
公
民
館
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

内
大
村
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
開
催
日
時

4
月
幻
日
側
、
午
前
日
時
l

事
務
局
」
(
宮
・

F
A
X③
1
3
7
6
)

午
後
4
時
会
場
市
民
会
館
駐
車
場

ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
け
-
い
。

園

自

衛

官

募

集

申
込
期
限

5
月
日
日
樹

園

申

小

企

業

大

学

校

直

方

校

.

自
衛
隊
大
村
募
集
事
務
所

-

(宮
⑫
6
2
1
7
)

受

講

生

募

集

・

。

一
般
幹
部
候
補
生

応
募
資
格
辺
歳
以
上
お
歳
未
満
で
大

学
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
人
・
学

校
教
育
法
に
よ
る
大
学
院
修
士
課
程
修

了
者
(
修
了
見
込
み
を
含
む
)
に
つ
い

て
は
、
お
歳
未
満

受
付
期
間

4
月
8
日
刊
i
5
月
日
日
働

試
験
日

5
月
お
日
出

・Mm日
同

市
民
プ
i
ルの

ア
ル
バ
イ
ト
監
視
員
募
集

シ
l
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら

(宮
⑫
7
2
0
0
)

期
間

7
月
7
日
同

j
9
月
1
日
間

資
格
高
校
生
(
学
校
の
許
可
が
必

要
)
・
大
学
生
・
一
般
泳
ぐ
こ
と
が

で
き
、
体
力
に
自
身
が
あ
る
人
・
長
期

継
続
勤
務
が
可
能
な
人
定
員
別
人

程

度

内

容

プ

l
ル
監
視
業
務
(
早

出
・
遅
出
体
制
あ
り
)
申
込
方
法

履
歴
書
を
シ

1
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら
ス
ポ

ー
ツ
棟
事
務
室
ヘ
持
っ
て
き
て
く
だ
さ

い
。
(
郵
送
可
)
※
勤
務
可
能
な
期
間
を

明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

5
月
氾
日
倒

N
O
O
N

レ
ク
・
ス
ク
ー
ル
一
コ

お

お

む

ら

参

加

者

募

集

中
地
区
公
民
館
(
宮
⑮

1
3
7
6
)

こ
の
講
習
会
は
、
日
本
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会
公
認
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

資
格
取
得
の
た
め
の
教
室
で
す
。
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

を
目
指
し
て
い
る
人
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
に
興
昧
が
あ
る
人
な
ど
誰
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

日
時

5
月
初
日
i
H
月
お
目
、
毎
週

月
曜
日
、
午
後

7
時

1
9
時
(
全
日

中
小
企
業
大
学
校
直
方
校
研
修
課

(
8
0
9
4
9
1
2
8
1
1
4
4
)
 

O
営
業
力
養
成
講
座

期
間

5
月
8
日

ω
i
m日
制

申
込
締
切

4
月
8
日
開

。
人
の
心
を
動
か
す
交
渉
と
提
案
法

期
間

5
月
H
日
ω
1
2
日
働

申
込
締
切

4
月
日
日
倒

。
管
理
者
の
た
め
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

開
発

期
間

5
月
紅
白
川
wl
お
日
同

申
込
締
切

4
月
辺
日
何

ふ
れ
あ
い
祭
り

フ
リ
i
マ
ー
ケ
ッ
ト
ほ
か

参

加

者

募

集

|広大
2報 村
O担市
8当青
2 .年
|野団
8崎建
3 粕
l♀ 協
7室 議

、ー〆 Tfl "'会、。五
9 
0 

大
村
市
青
年
団
主
催
、
福
祉
基
金
チ

ャ
リ
テ
ィ

1
ふ
れ
あ
い
祭
り
を
開
催
し

ま
す
。
開
催
に
あ
た
り
、
フ
リ
l
マ
l

「
は
じ
め
て
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
ボ
i
ト
教
室
」

参

加

者

募

集

大
村
市
ボ

l
卜
協
会

(
大
村
城
南

高
校
・
上
田
宮
⑪

3
1
2
1
)

対
象
近
隣
地
域
の
小
学
校
高
学
年
・

中
学
生
の
男
女
、
原
則
と
し
て
年
聞
を

通
じ
て
参
加
で
き
る
人
期
日
毎
月

1
1
2
回
実
施
(
土

・

日

)

時

間

午
前
9
時
j
正

午

内

容

実

技

(

乗

艇
・
技
術
指
導
)
・
講
義
(
乗
艇
に
伴

う
指
導

・
体
力
・
栄
養
講
座
)

指

導

者

大

村

市

ボ
l
ト
協
会
・
大
村
城
南

高
校
・
大
村
高
校
(
ボ

i
卜
部
顧
問
)

申
込
方
法

電
話
(
宮
⑪

3
1
2
1
)

か
F
A
X
(②
3
0
5
6
)
で
5
月
末

日

ま

で

随

時

受

付

参

加

料

無

料

た
だ
し
、
保
険
料
と
し
て

4
5
0
円

(
年
間
)
が
必
要
で
す
。
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市役所

ft53-4111 (代表)

( 

平
成
問
年
度

大
村
市
小
学
生
・
中
学
生

ス
ポ
ー
ツ
表
彰

{
ス
ポ
ー
ツ
特
別
賞
}

O
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部

(
西
大
村
中
)

。
陸
上
の
部

久
米
幸
輝

中
)
・
田
島
美
央
(
大
村
中
)

O
水
泳
の
部

小
柳
勇
太

中
)
・
中
塚
健
太
(
大
村
小
)

松
崎
虞
光

(
西
大
村

(
桜
が
原

{
ス
ポ
ー
ツ
賞
}

O
水
泳
の
部

旭
量
平
(
桜
が
原
中
)

古
川
恭
平
(
桜
が
原
中
)
・
旭
和
久

(
桜
が
原
中
)
・
岳
藤
朔
(
三
城
小
)

栗
原
捺
希
(
大
村
小
)
・
椛
島
千
尋

(
大
村
小
)
・
岳
藤
菜
穂
子
(
大
村

中
)
・
今
山
善
晴
(
郡
中
)
・
今
山
隆

晴
(
郡
中
)
・
桜
が
原
中
学
校
水
泳
男

子
4
0
0
m
リ
レ

l
チ
l
ム
・
桜
が
原

中
学
校
水
泳
女
子
4
0
0
m
リ
レ

I
チ

ー
ム
・
中
道
望
(
桜
が
原
中
)
・
桜
が

原
中
学
校
水
泳
男
子
4
0
0
m
メ
ド
レ

ー
リ
レ

l
チ
l
ム
・
原
口
海
(
旭
が
丘

小
)
・
松
下
沙
紀
(
放
虎
原
小
)
・
山

崎
可
奈
子
(
富
の
原
小
)
・
渡
瀬
瑛
里

(
富
の
原
小
)
・
古
川
文
香
(
富
の
原

小
)
・
中
尾
友
和
(
西
大
村
小
)
・
川

野
友
和
(
桜
が
原
中
)
・
中
島
俊
(
西

/ 

大
村
中
)
・
小
泉
和
也
(
桜
が
原

中
)
・
白
川
太
陽
(
桜
が
原
中
)
・
中

塚
康
太
(
玖
島
中
)
・
木
下
紗
由
里

(
桜
が
原
中
)
・
田
中
甫
惰
(
西
大
村

中
)
・
進
藤
絢
香
(
桜
が
原
中
)
・
田

中
遥
菜
(
西
大
村
中
)

。
体
操
の
部

玖
島
中
学
校
体
操
部
男

子。
新
体
操
の
部

五
道
由
比
(
西
大
村

中
)

。
相
撲
の
部

西
大
村
中
学
校
相
撲

部
・
大
村
相
撲
ク
ラ
ブ

O
陸
上
の
部

辻
清
貴
(
郡
中
)
・
大

村
中
学
校
低
学
年
女
子
4
×
1
0
0
m

リ
レ
l
チ
l
ム
・
大
瀬
良
リ
ナ
(
大
村

中
)
・
大
村
中
学
校
陸
上
競
技
女
子

部
・
南
智
幸
(
玖
島
中
)
・
延
書
寺
隆

之
(
大
村
中
)
・
小
林
奈
緒
(
大
村

中
)
・
川
瀬
麻
衣
(
竹
松
小
)
・
藤
本

美
希
(
富
の
原
小
)
・
大
村
中
学
校
女

子
4
×
1
0
0
m
リ
レ
l
チ
l
ム

。
野
球
の
部

玖
島
中
学
校
野
球
部
・

旭
ク
ラ
ブ

。
テ
ニ
ス
の
部

松
永
大
勲
(
大
村

中
)
・
吉
永
和
人
(
西
大
村
中
)
・
成

田
和
也
(
西
大
村
中
)

。
サ
ッ
カ
ー
の
部

大
村
チ
ェ
リ
ー

ズ
・
長
崎
県
女
子

U

日
選
抜
チ
ー

ム
・
キ
ッ
ク
ス
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

U

|
日

。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
部

ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

満
開
の
桜
の
中
に
和
歌
を
詠
ん
だ

短
冊
3
つ
。
何
と
も
雅
な
絵
で
す
。

大
村
出
身
の
日
本
画
家
荒
木
十
畝
の

描
く

「桜
花
之
図
」
で
す
。

十
畝
は
、
大
村
市
久
原
出
身
で
、

旧
制
中
学
卒
業
後
、
画
家
に
な
る
べ

く
上
京
し
、
日
本
画
家
荒
木
寛
畝
に

弟
子
入
り
し
ま
し
た
。
そ
の
才
能
が

認
め
ら
れ
て
、
荒
木
一
門
の
後
継
者

と
な
り
、
日
本
画
壇
で
活
躍
し
ま
す
。

十
畝
は
、
当
時
、
最

も
権
威
の
あ
っ
た
帝
展

の
審
査
員
も
務
め
て
お

り
、
日
本
画
壇
を
代
表

す
る
人
物
で
し
た
。
日

本
画
の
世
界
に
は
、

横
山
大
観
や
河
合
玉
堂

な
ど
現
在
で
も
有
名
な

画
家
が
活
躍
し
て
い
ま

し
た
が
、
十
畝
も
彼
ら

と
並
び
称
さ
れ
る
実
力

の
持
ち
主
で
し
た
。

十
畝
が
得
意
と
し
た

の
は
花
鳥
画
で
、
そ
の

細
や
か
な
描
写
か
ら
、

厚
め
で
@
定
あ
と

荒
木
十
欽

今
J

爪
品
、
、
¥

zq
，.5玄
庁

1

ー

文

化

財

は

語

る

⑮

「
桜
花
之
図
」

鳥
や
花
が
活
き
活
き
と
描
か
れ
て
い

ま
す
。「桜

花
之
図
」
は
、
描
か
れ
た
年

は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
画
風
か

ら
大
正
時
代
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ま
す
。
桜
の
咲
く
暖
か
い
春
の
日
に

よ
く
合
う
絵
で
、
今
年
も
3
月
却
日

か
ら
4
月
凶
日
ま
で
、
大
村
家
の

内
裏
雛
と
と
も
に
、
旧
楠
本
正
隆
屋

敷
に
掛
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

JeMJ4
y
)
 

L
引
円
万
戸
川
凡
会
?
ず
の

ιみ
t
s
hれ
長
弐

闘繭留欄-大村・竹松駅~福岡間ビジネスマンにも
強い味方の2枚・ 4枚きっぷ新発売。

春です。夢も希望もお手伝いします。

3月23日にダイヤ改正をしました。
・西諌早駅に新た|こ3本の快速列車が停車。

圃ワンマン列車の運行をはじめました。

・佐世保線早岐駅での乗り換えが便利にな
りました。

・松浦鉄道との相互直通運転を開始しました。

国占E
d宅

JR丸州

〈〉
放
送
日
時

4
月
凶
日
目
、
午
前
叩
時
1
午
後
7
時
(
正
午
1
午
後
1
時
は
除
く
)
、
8
時
間
生
放
送

〈〉
N
H
K
衛
星
第
2
テ
レ
ビ

(B
S
2
)

・N
H
K
長
崎
放
送
局
企
画
総
務

(2
0
9
5
8
2
1
1
1
1
1
5
)

園諌早~熊本・武蔵塚間諌早~別府・大分間
の2枚・ 4枚きっぷの料金もお安くなりました。

-29 



市役所

ft53-4111 (代表)

第57回国民体育大会冬季大会スキー競技
(クロスカントリー)に出場した鈴木諭さん
(2/15・市役所)

全国大会に出場の県立大村工業高等学校バ
レーボール部(第33回春の高校バレー)と
アーチェ リ一部(第20回全国高校選抜大会)
の皆さん (2/27・市役所)

第51回郡市対抗県下一風駅伝大会で見事に13回目
の総合優勝を飾った大村・東彼チームの皆さん
(2/18・市役所)

第11回春の全国小学生ドッジボール選手権
九州ブロック大会に出場した西大村小学校
6年生の皆さん (2/27・市役所)

季
ケ
日

告
は
御

j
j
k
H
 

一
校

一『

ボ
学

4

ト

中

/

ツ
原
何
日

ケ
が
ん

ス
桜
さ

バ
た
皆

生
し
の

学
場
子

中
出
男

州
に
部

九
会
ル

全
大
一

回
権
ボ

包

子

卜

第
選
ツ

ご
寄
付

ご
好
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

(敬称略)

。
香
典
返
し

社
会
福
祉
基
金
へ
V
平
松
幸
子

す
こ
や
か
福
祉
基
金
へ

V
寺
井
房
雄
H
5万
円

。

一
般
寄
付

社
会
福
祉
基
金
へ

V
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ

l
ト
大
村

駅
前
届
H
5
万
6
、
4
2
1
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
長
安
寺
寒
行
団
H
5
万

円
V
本
経
寺
寒
行
団
H
m万
円

文
化
基
金
へ
V
本
経
寺
寒
行
団
H
m万
円

市
立
病
院
へ

V
大
村
看
護
高
等
専
修
学
校
第
沼

田
卒
業
生
一
同
日
目
万
円

松
原
幼
稚
園
へ

V
松
原
幼
稚
園
P
T
A

清
和
国
へ

V
親
奉
会
(
森
安
太
郎
・
松
尾
謙
・

小
下

一
義
)

V
九
州
電
力
側
大
村
営
業
所

宝
樹
苑
へ
V
溝
上
善
造

ベ
イ
サ
イ
ド
大
村
へ

V
田
崎
明
義
V
平
野
重
朗

V
松
尾
ひ
と
み
V
三
浦
保
育
園
V
小
佐
古
子
供

会
V
里
光
彦

湧
泉
荘
へ
V
竹
下
ト
ミ
エ

V
池
田
保
育
園
V
西

大
村
小
学
校
子
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ

子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
日
1
万
円
V
福
本
浩

一一
V
長
崎
国
際
テ
レ
ビ
V
黒
木
医
院
V
側
三
協

V
長
崎
新
聞
社
V
本
山
辰
夫

光
と
緑
の
園
へ

V
側
三
一協
V
第
叫
回
全
国
児
童

養
護
施
設
助
け
合
い
運
動
V
天
理
教
婦
人
部

松
原
の
さ
と
へ

V
福
嶋
健
吉
V
竹
松
小
学
校
6

年
生

箕
望
荘
へ

V
越
田
忠
吉
川
叩
万
円
V
藤
崎
光

次
日
目
万
円
V
倉
本
み
ど
り
V
岩
永
満
恵
V
山

下
シ
ヅ
V
三
城
小
学
校
6
年
生

慈
恵
荘
へ

V
高
橋

一
幸
H
m
万
円
V
中
嶋
敏

明
日
初
万
円
V
琴
尾
俊
昭
H
5万
円
V
永
淵
屋

V
松
永
シ
ズ
エ

V
辻
み
ち
子
V
菅
ひ
ろ
子
V
赤

木
信
雄
V
下
川
信
義

う
ぐ
い
す
の
丘
へ

V
野
口
ハ
ツ
V
三
浦
将
亜
V

徳
田
節
子
V
平
光
八
郎

泉
の
里
へ
V
馬
場
勇
男
H
5万
円
V
永
淵
屋
V

中
川
ク
ニ
子
V
立
正
佼
成
会
諌
早
教
会
大
村
支

部
V
民
修
会
V
河
内
一
郎
V
蒲
原
美
咲
V
本
田

由
美
V
慶
慮
義
塾
大
学
落
語
研
究
会
V
登
貴
和

木
会
V
柳
原
敏
之
V
旭
が
丘
小
学
校
3
年
生
V

三
城
小
学
校
6
年
生
V
山
下
ト
シ
V
蒲
原
麗
子

ワ
ー
キ
ン
グ
ヒ
ル
ス
へ

V
藤
井
ス
ナ
子
V
園
田

美
智
子
V
中
嶋
毅
弘
V
田
川
丈
夫

※
お
わ
び
と
訂
正

2
月
号
で
の
九
州
電
力
側
大
村
営
業
所
七
宝

焼
趣
味
の
会
の
香
典
返
し
4
万
3
、
0
0
0円

は
、
香
典
返
し
で
は
な
く
、
社
会
福
祉
協
議
会

へ
の
一
般
寄
付
で
し
た
。

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

ス
ズ
ラ
ン
の
寄
贈

九
州
電
力
側
大
村
営
業
所
か
ら
ス
ズ
ラ
ン
の

鉢
植
え
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(
2
/
訂
・
市
役
所
)

年中無休 (24時間体制)・駐車場完備

? 遺族控室/和室・洋室(浴室・給湯室完備)

-30一

~港通り 大村2役所

.冒富国

場
TEL. 0957 -5 4-3700 (代)

〒856-0829大村市松山町606-1

斎村大手安社



ー.. 
胡弓奏者「越国良Jと北京中央音楽学院芸術団メンバーによる
アンサンプル・コンサ ト日中国交正常化30周年記念

「中国音楽の夕べj

5月18日圃さくらホール
開場18:30・開演19: 00 ~穿司h

.チケット:一般3，000円・会員2，700円 ‘““' 
現代座公演 「虹の立つ海J
4月17日同さくらホール
開場18:30・開演19: 00 
.チケット[全席自由]

一般………2，500円(当日3，000円)
中・高生"'1，500円 当日販売のみ
小学生…… 500円 当日販売のみ
※シーハットクラブ会員は1割引

女主催虹の立つ海」上演実行委員会

Te1.53-8911 (大崎)

国
一

l むよ証協~スミタダ.. 開I

剖・h

C 

アニメ映画

fそれいけ!アンパンマン
~ゴミラの星-J

4月29日(祝)さくらホール
10 : 30上映開始 (上映時間 1時間10分)

.チケ ッ ト[全席自由]

大人……900円 (当日 1，300円)
子ども…700円 (当日 1，000円)
(2歳以上)

※シーハットクラブ会員は1割引

女主催:長崎県映画センター T el. 095-824-2974 

8月4日(日の本番に向けて
がんばっています!

演技、ダンス、歌のレ ッスンが始まって

3か月が過ぎ、少しずつミュージカルの

基礎ができてきました。

脚本も完成し、 4月から本格的な

レッスンに突入します。

練習風景

( 

| 辛即4年度イベコトライコj-~プ
8月4日(日) メインアリーナ 市民ミュージカル iGoodBye!スミタダ。」 チケット発売5月上旬

8月24日(土).25日(日) サブアリーナ フリークライミング選手権「シーハットカ ップ2002J 入場無料

9月中旬 さくらホール 恒例「大村寄席」 チケット発売7月中旬

10月18日樹 大村市民会館 日中国父正常化30周年記念「福建省尽劇公演J 未定

12月 1 日 (日)~25日同 シーハット周辺 「シーハット光のファンタジ-2002J 未定

ヨ旦三坦 さくらホール iN響アンサンブルコンサートJ 未定

暴言lIi延長万五落語集中ff|

f
L
 

に

.年会費:個人~円法人rnEmJ円 E 

.有効期間:平成i!l年4月1日~平成15年3月[cj]日目

チケットの販売・お問い合わせ l 

d‘シーハットおおむら スポーツ棟事務室・~III]
午前9時~午後iIil時・月曜日休館 l 

哲 人@謀長LZ32おラZ14rント霊童@ 回路
哲人穆 5お275デジ… 醜修正 出墾壁

記念写実は当スタジオで

一 31-

E理主笥ìi';~・1目・日市岡田町時耳寂育関市首夜市胃否官四国・



山園
園

跡園
園

インターネット「広報おおむらJでもl情報発信中!
4砂大村市公式ホームページ 4砂ご意見 ご感想をお笥かせください。

且 http://www.city.omura.nagasaki.jp/ 図 E・mail:kouhou@city.omura.nagasaki.jp
.毎月1回発行・発行:大村市・〒856-8686長崎県大村市玖島1丁目25番地 fi53-4111附 ・市民の声ファ クス:1iiIl54-6600 
・編集 :大村市秘書広報課 E印刷:第一印刷株式会社

'ち

‘ 

ー人口87，140人 (+78) ・男41，917人 (+29) ・女45，223人 (+49) ・世帯33，328世帯 (+19)
2月末現在 ( )内は前月比 (住基法、外登法に基づく 広報おおむらjは再生紙 (古紙40%)を使用 しています。



六岡市子育て支援包シター

子育てつどい
おしゃべりしたり 、子どもと遊んだりして、みんなで楽しいひとときをすごします。小学校入学前の乳幼児親子が

対象です。無料ですので、気軽にご自由に参加してくださし'0
※4月から「遊び別子育てつどい」は毎週水曜日に、 「出前子育てつどい」は毎週木曜日に実施します。

つ ど い名 内 円台相 月 日 時 間 場 所

ふれあい あ そ び お花見に行こう![*1] 4月 3日(水) 10時-----11時30分 大 キサ 公 園

おはな し の 会 絵本の読み語り 4月10日(フ1<) 10時30分-----11時 図 書 館

手作りおもちゃの会 こいのぼりを作ろう![*2] 4月17日(水) 10時-----11時 すこやかセンター

誕生日 の つ ど い 4月生まれの誕生児を祝おう! 4月24日(水) 10時-----11時 すこやかセンター

4月 4日(木) 松原出張所

出前子育てつどい 春を満喫しよう!
11日(木)

10時-----11時30分
=浦出張所

18日(木) 西大村コミ セン

25日(木) 福重出張所

[* 1]集合場所は大村公園売店横の広場です。時間厳守でお願いします。

[* 2] Iこいのぼりをイ午ろうリに持ってくる物
β1れあい爽策室大きい広告紙1枚、色紙3色、セ口テープ、のり、はさみ、

クレヨンまたはマジ、ック (水性が汚れでも取れやすいです)

0子育て支援センターは、このほか子育てに関する情報提供・

相談などを受け付けています。

0毎月発行の「子育てひろばだより」は、各公共施設および市

内の小児科・産婦人科に置いています。

0大村市公式ホームページ(http://www.city.omura.nagasaki.jp/)

でも、子育て支援センターに関する情報をご覧いただけます。

. 賜わたしの子育てj
子育てつどい連続講座受講者募集

すこやかセンタ -2階に、小学校入学前の

乳幼児親子で自由に来て、自由に遊べる部屋

が‘あります。どうぞご利用ください。

[月~金 (祝日を除く)午前10時~午後4時]

.問い合わせ

子育て支援センター TEL 54-9100 

-問い合わせ
子育て支援センタ- TEL 54-9100 

子どもの年齢に合わせた、親子で参加できる講座です。親と同年齢の子どもが‘集まり、出会い・ふれあい・

学び合いながら、新たな発見を通して、子育てが広がっていくことを願っています。

対 象 3か月 -----8か月未満児 (平成13年9月~平成14年1月生まれ)

会 場コミセンほか

時 間午前10時-----11時30分

募集組 12組 受講料無料

申込方法 往復ハガキに親子の氏名・子どもの生年月日・住所・電話番号を記入のうえ、

「干856-0832本町413-2 大村市子育て支援センタ-Jまでお申し込みください。

申込締切 4月8日(月)

月 日 内
円谷売、 講師

4月19日(金) 自己紹介・親子遊び スタ ッフ

4月26日(金) 歯育て・子育て 育児情報誌主幹

5月10日(金) 赤ち ゃんとお母さんのビューティーアップトレーニング シーハットトレーニングルームインストラクター

5月17日(金) 楽しく食べる 公立保育所調理士

5月24日(金) 赤ち ゃんのサイン 臨床心理士
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このページは、抜き取って

ご利用ください。

乳幼児すくすく健康相談 マタ二ティスクール保健編
13:30~ 16:00 

すこやかセンター

金 FR/ 土 SAT

受付:13:30~15:00 

松原出張所

旧三
ふれあいリハビリサロン

13:30~16:00 

すこやかセンタ

l!J 回i劃tJ当髄酷恥釦(ωほ…9広:

.ともなが内科クリニック
~内科・呼吸器科

(杭出津2丁目 54-5000) 
.原医院
~外科・内科・旺門科

(宮小路1丁目 55-8427) 

阿部(…00)

-南野内科診療所
~内科・消化器科

(東三城町 53-3731 ) 
-本田皮ふ科アレルギー科
~皮膚科・アレルギ科

(富の原2T目 5日5一6印83叩0)

四当錨臨番臨医(9…∞

.与那城医院
~内科・小児科

(池田新町 53-5575) 
.橋口整形外科医院
~整形外科

(竹松本町 55-8739) 

四時(…:00)

・近藤医院
~内科

(東本町 54-1166) 
・レテrイースクリニックしげまつ
~産婦人科

(古田T1丁目 54-9200) 

ことばの教室
13:30~ 16:00 

すこやかセンター
*母子健康手帳を持参

向
乳幼児すくすく健康相談

受付:9:30~11 :00 
竹中公出張所

生活習慣病予防相談
13:00~16 :00 

すこやかセンタ

園
ことばの教室

13:30~16:00 

すこやかセンター
*母子健康手帳を持参

四当錨錦叩叫番酷蹴釦医E酌(ω9…:
.みね内科クリニック
~内科・呼吸器科

(富の原1丁目 55-5070) 
.後藤産婦人科医院
~産婦人科

(西大村本町 20-8123) 

じ久 1/01マタニテ仰ール歯科編ソれ
I ， V I 13:30~16:00 I ， ， I 
ト一一一l すこやかセンター 卜一一一」

乳幼児すくすく健康相談 にとばの教室(親子つどいの広場)
受付 ( 4か月児 9:30~11:00 9:30~11 :30 
(10か月児以上) 13:30~15:00 すーこやかセンター

出品九用歯ブラシ 川智明開3:20
またはガーゼを持参

| すこやかセンター

四 間 献 血 車 巡回日
I ， 0 I 9:30~ 11 :45 
卜一一」 市役所玄関前

幼児教室「お口の健康と食生活J にとばの教室(親子つどいの広場)
対象 H11.10月 ~11 月生まれ 9:30~11 :30 
受付 9:30~9 :45 ーすこやかセンター
すこやかセンター |一一-
※歯ブlラシ、空オJレ、コップ 川歳6か月児健康診査
母子健康手帳、ハガキ持参 | 受 付 13:00~ 13:20 

すこやかセンター
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13:30~16:00 

すこやかセンター

マタニティスクール講話編
「お父さん出番ですよ」
19:00~21 :00 すこやかセンタ

大1歳6か月児健康診査 平成12年9月生まれ(平成12年4月~平成12年8月生まれでまだ受けていない人も受診してください)

会3歳児健康診査 平成10年10月生まれ(平成10年5月~平成10年9月生まれでまだ受けていない人も受診してください)

女リハビリ教室 大村市内にお住まいの40歳以上の人で、心身の機能力、低下している方的橡(原則として介護保険のサービスを受けていない方)

大ふれあいリハビリサロン 病気やけがなどで体の機能の低下がみられる方が対象(原則として介護保険のサビスを受けていない方)
*ご希望の方はかかりつけ医とご相談のうえ、おこしください。

すことばの教室 ことば、の発達なとか気になるお子さんや、育児で困っているお母さんが対象(初回は電話で申し込み)

※日曜・祝日の在宅当番医については、都合により変更になる場合がありますので、確認のうえご来院ください。
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リハビリ教室

13:30~15:30 

すこやかセンター

マタ二ティスクール食事編
9:30~13:00 

すこやかセンター

3歳児健康診査
受付:13:00~13:20 

すこやかセンター

ことばの教室(親子つどいの広場)
9:30~ 11 :30 
すこやかセンター

主な公共施設
大村市役所 fi53・4111

西大村出張所 fi53・3725

三浦出張所 fi52・6475

鈴田出張所 fi52・2023

萱瀬出張所 fi55・7001

竹松出張所 fi55・8314

福重出張所 fi55・8614

松原出張所 fi55-8501 

大村市清掃センター fi54-3100 

大村市水道局 企 53・1111

大村市立病院 fi52・2161

大村市民会館 fi52・2739

大村市立図書館 fi52・2457

大村市立史料館 fi53・1979

大村市体育文化センター (シーハットおおむら)

スポーツ棟・さくらホール fi20・7200
コミュニティセンター中央公民館 fi54・3161

大村市総合福祉センター fi53..1351 

大村市保健福祉センター fi54・9100
(すこやかセンター・子育て支援センター)

大村市地域交流館

男女共同参画推進センター

ボランティアセンター

大村市療育支援センタ一

大村市子ども科学館

伊勢町ふれあい館

中地区ふれあし 1館

中地区公 民 館

大村警察署

大村消防署

fi54・8715
fi54・8725

fi53-8200 

fi50・1590

fi50・1020

fi54-1659 

fi53-1376 

fi54・0110

fi52-4138 

四回

.問い合わせ すこやかセンター 54-9100

健康増進課 53・4111(内線140)

、.../ 、ー，〆

健康テレホンサービス 公証人による無料相談

fi095-826-5511 fi0956-23-4300 遺言・契約などのことでお困りの方は、
お気軽にご相談ください。

日時 4月9E3UJ13: 00~16 : 00 
場所 市役所市民相談コーナー

相談員 諌早公証人役場
公証人平良晶氏

・問い合わせ 市民相談室(内線193)

月 肥満の治療

火 靴の選び方

水 新入学・新入園児の健康管理

木 皮膚の老化(腫蕩性以外のもの)

ちほうしよう

金 老人性痴呆症について

土日 婦人の腰痛

行政書士による無料相談
下記の内容でお困りの方は、お気

軽にご相談ください。

日時 4月10自体) 13: 00 ~ 1 6 : 00 
場所 市役所市民相談コーナー
内容
・相続、遺言、不動産に関する事項
.官公庁に提出する許認可手続き
-その他生活上の悩み事など

-問い合わせ
町永郡治行政書士事務所 (fi53・1272)

歯歯缶詰Ztビ点
困園 番組ガイド (副
大村市のイベント案内やお知らせなどの情報番組

「広報おおむらjをオク卜・パルス怖)で放映をして

います。

.オク卜パルス60ch

-・.)1軍盟主3苗・・・
※火曜日を除く毎日

7 : 00....... 7 : 05 

10 : 00.......10 : 05 
12 : 00.......12 : 05 
16:00.......16:05 
20 : 00.......20 : 05 
22 : 00.......22 : 05 
25 : 00.......25 : 05 

どうぞご覧ください。

オク卜・パルス(株)TEL54・3811

~ .......... ....__ ~~ .... - I点 、
合 月の競艇開催日 戒艇電話投票会員全国一斉募集

6日，...;11日スポーツ報知杯争奪戦競走 l募集期間 4月9日(刈-23日(火)
受付時間 9: 00-17 : 00 

12日，...;14日GI競艇名人戦競走(場外)I申込先
立立 テレポート九州

16日，...;21日Gn第6回明艇祭 . 干812・0020 福岡市博多区対馬小路13-20

、26日，...;29日一般戦競走 E 員長江広場合;;;372;;;• J 

三種混合・麻しん・ 風 し ん

予防接種実施中!
年聞を通じて実施していますので、お子様

の体調のよい時に受けてください。

詳しくは「健康のしおりと国民健康保険Jを

ご覧ください。

、--'

'--' 、回〆

合月の定例相談日
市民相談コーナー(市役所正面玄関を入ってすぐ右側)

で‘すべ、て無料で行っています。お気軽にご相談くださし ¥0

3日(水) 法律相談 10:00-15:00 

4日(木) 人権相談 10:00-15:00 I 

11日(木) 行政相談 9:30-12:00 

17日(水) 法律相談 10:00-15:00 

23日(火) 交通事故相談 10:00-16:00 

24日(水) 年金相談 10:00-15:00 

26日(金) 不動産相談 13:00-16:00 

※法律相談を除く相談の受け付けは、当日の午前8時30分から
です。(電話での受け付けはいたしません)

法律相談の受付は随時予約制です
2月から受付方法を随時予約制とし、 電話でも受

付ができるようになりました O

なお、同じ内容による複数回数の相談は原則と

してお断りします。

受付日 月~金曜日※祝日・年末年始を除く

受付時間 9:30'""12:00/13:00'""16:00 

受付場所 市役所市民相談コーナー窓口

・申し込み・問い合わせ

市民相談室 TEL 53-4111 (内線193)

大村市内の交通事故発生状況 2月末現在

区 分 件数・死傷者数 前年同期比|

人傷事故 83 + 0  

死 者 1 + 0  

負傷者 99 +2  

物 損 事 故 262 -16 



〔風しん任意予防接種を行っています】 実施医療機関

ウーマンズクリニック ナガノ
( 妊婦が妊娠初期に風しんにかかると、先天性異常児(白内

'ちv-、

障・心臓奇形・難聴など)が生まれる心配があります。 大村中央産婦人科

風しんにかかったことのない人や予防接種を受けていない人

は、妊娠前に抗体検査を受け、抗体価が低い場合は予防接種を

受けておきましょう O

おび産婦人科医院

後藤産婦人科医院
{対象者】 市内にお住まいの20歳以上の女性

【料金] 自己負担 桝本産婦人科内科医院

-問い合わせ健康増進課 TEL53-4111 (内線141) レディ-スクリニックしげ、まつ

rお母さんと赤ちゃんの栄養補給は附ぶんですか】

お母さんと赤ちゃんの栄養強化のため栄養食品を援助します。

【対象者】 生活保護法による被保護世帯、市民税非課税世帯、所得税非課税世帯

【受給期間】

・お母さん・・・妊娠5か月~産後3か月

-赤ちゃん・・・生後4か月~生後12か月で特に栄養強化を必要とするもの

【申請に必要なもの】 母子健康手帳

【支給される食品]

¥¥  お母さん

ロロロ 目 ママミルク 牛 手L

数 量 2----3缶/月 1日1本

負担額 若干の個人負担あり 盤 キヰ

-問い合わせ健康増進課 TEL53-4111 (内線141) 

〔子どもの協について 】|
麻疹は小さな子どもがかかりやすい重大な感染症の

一つです。感染性が強く、発熱、発疹を主な症状とし

ますが、ときに肺炎や脳炎などの合併症を引き起こし、

命にかかわるケースもあります。

麻疹を未然に防ぐには、予防接種を受けることが最

も効果的です。麻疹にかかつてしまう前に、 1歳にな

ったら早めに予防接種を受けることをお勧めします。

【感染経路]

麻疹の原因は、麻疹ウイルスです。麻疹ウイルス

は、麻疹にかかった人のせきやくし ゃみなどから空

気感染します。

[潜伏期間】 10---12日

赤ちゃん

粉ミルク

1缶/月

若干の個人負担あり

[主な症状]

(カタ jレ期)

牛 乳

1日1本

盤 来ヰ

3S
0

C 前後の発熱が2~4日続き、倦怠感 (だるい) ゃ

くし ゃみ、せき 、鼻水、結膜炎症状などが現れます。

乳幼児では、下痢や腹痛などの症状を伴うことが多く

あります。また、口の粘膜には白し ¥jJ¥さなはん点が現

れます。

(発疹期)

いったん高熱が引きかけますが、半日ほどで再び

39~40 0C の高熱になります。 それと同時に 、 耳の後

ろ、首、額などから赤い発疹が出はじめ、翌日には顔

面や体全体に発疹が広カずります。

(回復期)

高熱は発疹が現れてから 3~4 日ほどで解熱し、発

疹の色も薄くな っ てきます O 合併症がなければ\7~

10日程度で回復します。
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